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教育実践 各校の実践より（宍粟市立波賀小学校、丹波篠山市立篠山中学校、県立和田山特別支援学校）

論　　文 共生社会の実現に向けた特別支援教育の充実
～「双方向」をキーワードとして～ （奈良学園大学 人間教育学部 准教授  岡野 由美子）

「くましろ祭」でのリレーの様子 ～南あわじ市立神代小学校～

共生社会の実現に向けた
　　　　 特別支援教育の充実

03教Ⓟ1－009A4 定価　390円

コロナ禍により学校教育はどう変わったか？

※写真掲載した学校園は「トピックス」で紹介しています。月号予告１

三田市立三田幼稚園
楽しいな！玉入れごっこ

神戸市立御影中学校
校外学習（六甲山）での昼食時間の一コマ

県立有馬高等学校（定時制課程）
サンタクロースに扮し、地域の子どもたち
と交流する様子

小野市立大部小学校
上級生が下級生の手を取り、植え替え方
を伝授する様子

姫路市立高浜幼稚園
ヨウシュヤマゴボウで色水遊び
「きれいな色やろ？」

洲本市立鳥飼小学校
わたしたちの町とはぜんぜん違うんだね
（尼崎市の小学校との遠隔交流授業）

香美町立村岡小学校
もくもくホールでの給食

丹波篠山市立今田幼稚園
おそろいのＴシャツで ダンス！ダンス！



じんだい

南あわじ市立神代小学校

豊かな心の育成豊かな心の育成豊かな心の育成豊かな心の育成

～自分の思いや考えを言葉にして伝える～～自分の思いや考えを言葉にして伝える～～自分の思いや考えを言葉にして伝える～～自分の思いや考えを言葉にして伝える～

　南あわじ市立神代小学校は、島内最大の
三原平野の東南部に位置している。校区は
神稲の地名が示すように、神々に供える稲
づくりの地として古代から農業を中心とし
て栄え、各地に数多くの伝説や民話が残っ
ている。
　めざす児童像に「自分を大切にする子」「考
える子」「心と体をきたえる子」を掲げ、全
ての教育活動を通して、自ら考え、主体的に判断し、互いのよさを尊重しながら行動する
力の育成に努めている。

　朝の会では、子どもたちが自分の思いや考えを発表
し、質問に答える時間を設けている。１年生のときか
らみんなの前で話す、という経験を積み重ね、６年生
になる頃には、授業で疑問に思ったことをきっかけに、
さらに深く追究した結果を発表できるようになる。「神
代」の昔の呼び名である「くましろ」という地名のルー
ツを歴史の授業で学び、それをきっかけに自分の名字
の由来に関心を持った児童は、曾祖父への取材をもと
に発表を行った。６年間の継続した取組によって、子
どもたちは「なぜ」を大切にして考えを深め、相手に
伝わりやすい表現を工夫する姿勢を身に付けていく。

◆思いや考えを発表する「朝の会」

▲ 「朝の会」で自分の考えを発表する様子

　「くましろ祭」は、「新型コロナウイルス感染症拡大
のために、一度は中止の決定がなされた運動会を何と
か実施したい」という子どもたちの熱い思いから、昨
年度より始まった行事である。
　６年生を中心に結成された実行委員会が核となり、
全校児童で決めた「あたり前を大切に」というテーマ
のもと、プログラム内容や練習計画から感染症対策に
至るまで、全てを自分たちで発案した。実行委員が職
員会議に出席し、自分たちの考えを丁寧に先生たちに
伝える場面もあったという。
　子どもたちが「くましろ祭」をやり遂げたことは、「自分の思いや考えを言葉にして伝える」
ことを重んじる神代小学校の教育の一つの大きな成果である。

◆子どもたちが自ら企画した「くましろ祭」

▲ 「くましろ祭」のテーマ「あたり前を大切に」

くましめ
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■まず、事務職を志すことになった動機に
　ついて教えてください。
　私は大学の教育学部の出身で、もともとは
小学校の教員を志望していました。実習やボ
ランティアで小学校へ行き、その学校の先生
方と話をしていたときに、「教員という仕事
は、子どもの成長を支援するというやりがい
のある仕事だけど、意外と事務仕事が多く大
変なんですよ」と言われたことが心に残りました。
　そこで事務職の立場から、先生方が多くの
時間を割いている事務仕事を軽減することが
できれば、子どもたちと向き合う時間が増え、
間接的に子どもたちの学びを支えることがで
きると思い、この仕事を選びました。

■現在の仕事のやりがい、喜びは何ですか？
　先生方からの「いつもありがとう」等の何
気ない一言が本当に嬉しいです。また、大切
な事務の仕事のひとつである窓口対応におい
て、以前は、か細い声で要件を伝えていた生
徒が、ある日、ドアをノックして、大きな声
でしっかりと要件を伝えることができるよう
になった光景を目にして、生徒の成長を身近
に感じられる素晴らしい仕事だと実感しまし
た。毎日、誰かが事務室にやって来るので、
その対応もなかなか楽しいものです。

■仕事での失敗談等について教えてください。
　勤務当初は電話対応で苦労しました。私が
学生の時の連絡手段はSNSが中心で、電話は
ほとんど使っていませんでした。そのため、
外部から掛かってくる電話対応の難しさを実
感しました。外部からの電話は、まず事務室
が対応します。その対応ひとつで、その学校
の印象が決まってしまうこともあります。相
手からの質問に関する知識が不十分で、即座
に対応ができず相手を待たせてしまい、ご迷
惑をおかけした経験があり、自分の力不足を
感じました。適切な対応ができるよう日々精
進していきたいと思っています。

■休日などにリフレッシュする方法について
　教えてください。
　テニスで汗を流すことです。実は、社会人

になってから、初めてのことに挑戦したいと
いう思いを持っていたため、初心者コースの
あるテニススクールに入りました。学生の時、
友達がテニス部に入っており、すごく楽しそ
うだったので、自分も機会があればテニスを
してみたいと思っていたことも理由のひとつ
です。現在、週１回、スクールに通って、ボー
ルを打つことが気分転換になっています。も
う少し上達したら市の大会に出場し、１勝す
ることをめざしています。

■最後に、現在の目標を教えてください。
　現在、給与を担当している関係で、税金、
保険、共済、給付金等、様々な質問が先生方
から寄せられます。そこで、自分の知識をさ
らに広げ深めるため、ファイナンシャルプラ
ンナーの資格を取得するための勉強を始めま
した。
　今年で採用５年目ですが、まだまだ事務処
理のスピードが遅いため、もっと効率的に仕
事をこなせるようになることも目標です。「こ
れがあったら便利だな」と思うものを作成
し、スムーズな対応を心がけたいです。例え
ば、産休、育休等に入ったときの事例別の処
理方法をまとめておけば、先生方にもわかり
やすいと考えています。また、大前提として、
事務の仕事では根拠をおさえておかないと
いけないので、法律、条例、規則等、時間
をかけてしっかりとした知識を身につける
つもりです。
　さらに、生徒
たち、先生方、
保護者の方、地
域の方等、様々
な人たちと接す
る際に、相手の
視点に立って、
ていねいな仕事
をすることを目
標として、日々
の仕事に取り組
んでいきます。

▲ 給与関係の書類を確認
　 している様子

1

＊2017年４月の採用で、現在５年目。県立西宮今津高等学校で３年間勤務した後、現任校へ異動。
　今年度の主な担当業務は給与、服務、旅費関係事務。（インタビュー実施日：2021年９月15日）

相手の視点に立って、ていねいな仕事を
（第７回）フレッシュ・インタビュー

インタビュイー 県立阪神昆陽特別支援学校

事務職員 島津　明日香
しま づ　　  あ　す　か
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１　はじめに
　「『片翼の小さな飛行機』は、別に飛べんで
もよかったんやないか」これは、NHK Eテレ
の「バリバラ」出演者、玉木幸則さんの言葉で
ある（注１）。
　2021年８月、新型コロナ感染症の拡大で世
界が困難な状況にある中、東京パラリンピッ
クが開催された。なかでも、「WE HAVE 
WINGS」をテーマに行われた開会式のストー
リーは感動を呼んだ。ご覧になった方も多
かっただろう。私ももれなく感動した一人で
あったが、後にこの玉木さんの言葉を読み、
多様性についての大切な視点が示されている
と感じた。どこかに「最後は飛べた、それが
感動なのだ」という考え方はなかっただろう
か。知らず知らずに、こうでなければならな
いというような考え方は、まだまだあちこち
にあるのではないか。また、小学校の教師で
あった頃の自分も、児童に「こうでなければ
ならない」ということを押し付けてはいな
かったか。それは、真の指導なのだろうか。

多様性とは、そのような押し付けや縛られた
価値観からは広がりにくいと感じる。
　私は、一方からの視点だけで物事を判断す
るのではなく、せめて２つの視点から物事を
見ることを意識している。本来はもっと多様
な視点で考えることができればよいのだろう
が。例えば、１つの目標（ゴール）を目指す時、

「双方向」からのアプローチがあることでそ
こに近づけたり、妥当な解決策を見出せると
いうことがある。「個」と「全体」、「ボトムアッ
プ」と「トップダウン」などの視点も同様で
ある。
　子どもたちは、多様性を認める社会の第１
歩を学校という小さな社会で経験することに
なる。多面的に物事を捉える、ということは
共生社会の実現において大切な視点になりう
ると考えられるが、まずは教師自らが多面的
な捉え方ができるように意識したい。
　今回は、特別な支援を要する児童生徒の指
導支援について、「双方向からの視点」で整
理してみたい。
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２　「個」を大切にし、認め合える学級「集団」
　　づくり
　特別な支援を可能にする学級づくりでは、

「個」への支援と「集団」へのアプローチの
２つの視点が重要である（注２）。
　特別な支援の必要な児童生徒は、通常の学
級の中に約6.5％存在しているという結果が
出ている（注３）。学級担任は支援の必要な児童
への個別な関わりと、学級全体への指導を
担っている。

⑴ 個への「支援」
　発達障害のある児童生徒は、学習や生活の
中でつまずくことが多く、失敗体験を積み重
ねてしまいがちである。支援をきめ細かに行
い、励ましたり促したりしながら支えていく。
ただ、教師自身が、個別支援は自分がすべき
という考えが強すぎはしないかということを
振り返る必要はある。周囲の児童生徒は、教
師がどのように関わるかを見ている。また、
児童生徒が、自然な関わりとして適度に声を
かけたり手伝ったりしていることもある。学
級の構成員は教師と児童生徒であるが、その
構図が教師対児童生徒だけになる必要はな
い。児童と児童の横のつながりが複雑な双方
向の線を描いているものである。むしろ、児
童生徒同士が学び合い、つながり合う、その
ような学級集団をいかに構築できるかという
ことが大切な視点であることを忘れてはなら
ない。

⑵ 集団への「支援」
　個別の支援を必要とする児童生徒を巻き込
んだ、学級集団を高める指導というものも、
また大切な視点である。曽山ら（注４）は、教育
力のある親和的な集団づくりの具体方策とし
て、①ルール、②リレーション、③友だちから
の受容、④教師支援、という４つの観点を述
べている。この取組の中で教師は、ルールに
ついてクラスで考えたり、ペアで考え合う時
間を設定したり、発達障害のある児童生徒に

プラスの言葉をかけられる友達を同じ班にし
たりするなどの手立てをとり、学級集団づく
りに取り組んでいる。教師は常に「集団」を
視野に入れ、その中で児童生徒をつなぐしか
けをつくり、さらに特別な支援を要する児童
生徒を認め支える支援も大切にしている。
　また、阿部（注５）は、通常学級の中でADHD
児が自己肯定感をもち、他の児童と学級生活
を送ることができるためには、①ADHD児
の障害特性に応じた個別的対応、②学級の児
童間の良好な人間関係の形成や担任教師との
信頼関係を形成する「学級づくり」、③全員
の児童が理解しやすい教授学習の構築を目指
した「わかる授業づくり」、④ADHD児を担
任する教師をサポートする学校システム、と
いう包括的支援が必要であると述べている。
ここにも「学級づくり」「わかる授業」といっ
た集団への取組の重要さが述べられている。

⑶ 双方からの支援
　このように見てくると、学級集団への働き
かけは、個別の対応無しでは困難であり、そ
の逆も同様である。つまり、個別と集団、双
方への関わりの視点が必要である。意識的で
はないかもしれないが、学級の落ち着きや
個々の適応により、教師はどちらに重点を置
くか、常に変えつつバランスを取り、指導支
援を行っている。
　また、個々の違いを認め合う仲間づくりを
するには、まず教師がその個性をどれだけ認
めているかということが、実は大きく影響し
ていると私は考えている。「多様性を認め合
う」と言いつつ、態度が伴っていなければど
うか。集団の規律や規範意識は当然必要では
あるが、教師にその意識が強すぎると、守れ
ない者に対し厳しすぎる指導になることがあ
る。それを見ている児童生徒が同じようにき
つくあたったり、児童生徒間に上下関係を
作ってしまう可能性もある。これは「自分は
正しいことを教えてあげている」「だから自
分にはそうしていい権利がある」という思い
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込みが相手にとって辛い状況を生み出すとい
ういじめの構造にもつながる（注６）。このよう
な指導がどんなメッセージを発しているかと
いうことを考えてみてほしい。
　逸脱行動に対しては、まず「なぜ守れない
のか」その行動の要因を探る。手助けが必要
なら支援し、できるようになればそのことを
褒め、認める。すぐには行動変容が起きない
かもしれないが、諦めずに児童生徒の力を信
じて関わる。そういう教師の姿もまた、児童
生徒は見ている。教師が発するメッセージは、
言葉だけではない。姿そのものが児童生徒に
何かを伝えている。「言葉」と「姿勢」双方
が合致しているかどうか、時々振り返りたい。

３　「原因」と「評価」で支援する
　教育相談や研修などの相談や質問では「何
をしたらよいか。具体例が知りたい」という
声が多い。グループワークをすると、アイデ
アや方法、普段の悩みなどの情報交換は大変
に盛り上がる。担当の児童生徒の姿を思い描
き、「これはよいかも」「こちらもやってみた
い」と持ち帰っておられると感じる。これ
は、指導支援の最前線で日々を過ごしている
先生方ならではの様子と受け止めている。ぜ
ひ色々実践して、その後に、なぜその方法を
選択したのかを説明できるか、自身で確認し
てみて欲しい。その支援の先にどのような姿
を期待するのか（目標）が抜け落ちていると、
方法論に終始してしまう。
　なぜ、すぐに席を立ってしまうのだろう。
なぜ、大きな声を出すのだろう。なぜ、友達
を叩いてしまうのだろう。日々児童生徒と接
している先生方なら、いくつか原因を想定で
きると思う。想定のもと具体的な指導を行い、
必ずその後の変化について、観察、評価をす
る。例えば、「他の教師の指導でも同じよう
な結果になるのか」「児童生徒が、自分でで
きる術をいくつか習得でき、実際使えている
か」などである。「自分ならうまくいく」「通
級指導教室ではうまくいく」、これだけで評

価をするのではなく、特別支援教育の目標で
ある「自立」や「社会参加」を見据えた評価
を大切にしたい。「なぜこのような行動をす
るのだろう？」が出発点である。その観察力
や原因を探る力は、先生方の経験と少しの特
別支援教育の視点から磨きがかかるのではな
いかと考える。「原因」と「評価」、それが次
の指導支援につながる。

４　「ボトムアップ」と「トップダウン」のチェ
　　ンジを図る
　障害のある児童生徒の指導支援は、できな
いことばかりに注目していると、なかなか次
のステップが見えてこない。原因が想定でき
たら、まずは目標を設定する。例えば、小学
校３年生の児童が、３年生で習得すべき漢字
の読み書き全てできることを目標とするの
か、６割を目標とするのか。あまり良い例で
はないが「うちの子はいつまでたっても、ひ
らがなの勉強しています」とか「勉強よりも、
一人で生活できる力をつけてほしいと思って
ますが、先生に指導のことで保護者が口出し
するのもはばかられて…」などの声をきくこ
とがある。これは目標設定が適切でなかった
例かもしれない。
　低学年では、苦手な部分に着目した「ボト
ムアップ」的支援は大切であるが、どこか
で指導のギアチェンジを図らねばならない。

「トップダウン」的な支援で、得意を生かす
ことに指導の重点を置くことである。目標を
達成できていないまま次のステップに進むこ
とは抵抗があるかもしれない。しかし、定型
発達の児童生徒も、教科学習の全てを理解し
て次の学年に進んでいるわけではない。小さ
な頃には読めなかった漢字も、その後の学習
で何度も目にする中で覚えたり、新たな文字
を習う中で次第に簡単なものが覚えられたり
する。物を見たり触ったり話を聞いたり、様々
な経験を通して身についてくることもある。
低学年ではより丁寧な「ボトムアップ」的な
指導に重点を置き、中学、高校になれば、次
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第に得意を生かす「トップダウン」的な指導
へ視点を変化させていく。
　また、児童生徒の生活年齢も念頭において
指導支援にあたることも大切である。学校の
中では当たり前のことが、外に出れば当たり
前とは見えない場合がある。発達年齢と生活
年齢を考えて指導にあたること。一人の人格
として尊重しあえる関わりでありたいもので
ある。

５　おわりに
　大学入試センター試験における受験上の配
慮がなされるようになったとき、これによっ
て特別支援教育は急激に進むだろうと言われ
た。子どもの成長のベクトルは小学校から中
学校・高等学校へと向かうが、その逆方向の
ベクトルが双方向からの支援体制の構築の波
を作り出した。このように、双方向からのア
プローチが、物事を大きく動かす近道となる
ことがある。
　学校現場では、特別支援教育のことをゆっ
くり調べたり勉強したりする時間が足りない
くらい、日々の教育実践に追われているとい
うのが先生方の思いではないかと推察する。
そのような先生方に、少しでも読みやすく手
に取りやすい物を、ということで兵庫県立特
別支援教育センターでは、「特別支援教育ハ

ンドブック」を2018年に発行し、各小・中学
校に配布している。HPからダウンロードも
可能である。指導支援に困った時、手にとっ
てみて欲しい。
　「障害のある児童生徒だから、発達障害だ
からこうしなければならない」という考えで
はなく、お互いに学び合い、教師も児童生徒
もお互いをリスペクトしつつ関わる、そのよ
うな関係の構築こそが、真の共生社会の実現
につながるのではないだろうか。

▲ 特別支援教育ハンドブック

注
１　小瀬康太郎（2021）「飛べない生き方もある」

バリバラ出演者、パラへの思い、朝日新聞デ
ジタル、掲載URL https://www.asahi. com/
articles/ASP8X3JDZP8VULEI00P.html

２　岩本佳世・野呂文行（2017）「通常学級におけ
る学級全体への支援と個別支援の組合せ－発
達障害・知的障害児童を含む学級全児童の学習
準備行動への効果－」、行動分析学研究、30⑵、
pp.138-152

３　文部科学省（2012）「通常の学級に在籍する発
達障害の可能性のある特別な教育的支援を必
要とする児童生徒に関する調査結果について」

４　曽山和彦・堅田明義（2012）「発達障害児の在
籍する通常学級における児童の学級適応に関
する研究　－ルール、リレーション、友だちから
の受容、教師支援の視点から－」、特殊教育学
研究、50 ⑷、pp. 373-382

５　阿部芳久（2021）「通常学級におけるADHD児
への包括的支援の探索」、東北福祉大学教育・
教職センター特別支援教育研究年報、第13号
pp.67-95

６　和久田学（2019）「学校を変えるいじめの科学」
日本評論社
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はじめに1

　本校は、宍粟市北部にあり、平成27年に、
学校規模適正化のため、宍粟市立道谷小学校・
野原小学校・波賀小学校の３校が統合し、新
たに波賀小学校としてスタートした。現在、
全校児童109名の小規模校である。自然豊か
な地域で、日々感染症対策をしながらではあ
るが、子どもたちはのびのびと学校生活を満
喫している。昨年度までは、特別支援学級が
３クラス（知的・自閉情緒・弱視）あったが、
今年度より、医療的ケア児（以下「医ケア児」）
の入学により、肢体不自由学級が新設される
ことになった。本稿では、医ケア児の教育的
支援に全教職員が「One team」として取り
組んでいる様子を紹介する。

就学先決定まで2

　医ケア児の保護者にとって、学校に就学す
るということは、様々な困難が想定され、生
活環境の変化や病気への大きな不安と向き合
うことになる。難病を抱える本児の保護者
は、当初就学はもちろん就園も考えておられ
ず、病院の定期検診・児童発達支援サービス・
訪問看護等を利用し、保護者が在宅で育てて
いくつもりであった。就学の３年前から、小
学校や幼稚園、市教委や保健福祉課、近隣の
特別支援学校が連携し、保護者へ就園就学に
ついてのアプローチを行っていった。それぞ
れが少しずつ歩み寄り、信頼関係を築き保護
者の気持ちが前に向き始めた。幼稚園への入
園は叶わなかったが、地域の幼稚園OGの協
力もあり、不定期ではあるが、本児の体調の
良いときに、母親と共に幼稚園で読み聞かせ

の活動に参加できるようになった。幼稚園で
周りの園児と触れ合う時間を持てるようにな
り、家庭以外での生活体験を積み上げ、小学
校への就学を具体的に進めていった。候補と
しては、特別支援学校、以前から肢体不自由
学級がある市内の小学校、そして校区の波賀
小学校の３つがあがった。特別支援学校の見
学では、同じように医療的ケアを必要とする
児童と一緒に生活することを想定して、体育
祭や文化祭などを見学された。また、市内の
学校見学では、教室環境がすでに整っている
状況の中、普通学校での生活はどういうもの
になるのかを考えながら見学された。様々な
環境、交通手段（児童の送迎）などを検討さ
れた結果、保護者は最終的に校区の小学校で
ある本校への入学を希望された。

入学までの準備3

⑴ 学校サイド
　医ケア児の受け入れにあたり職員は、近隣
の学校を訪問し、施設の見学や職員の心構え
などを教えてもらうところから始めた。特別
支援学校の施設見学では、医ケア児が安心し
て登校し、学習できる環境にするには、何が
必要なのかを聞いたり、実際に使用している
ところを見学させてもらったりした。また、
市内の学校では、教室環境の工夫や備品の購
入に関して、どういう規格のものがあればよ
いか、必要最低限、何を揃えれば学級をス
タートさせることができるのか、実際に担任
している先生からの聞き取りを行った。また、
本児が、就学前から様々な児童発達支援セン
ターに通っていたので、それぞれの施設を見
学したり、理学療法士の方と懇談して入学に
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向けての準備を進めていった。さらに、校内
委員会や職員研修を設け、医ケアについて指
導主事から話を聞いて研修を深めたり、本児
の出生当時から関わっておられる理学療法士
さんからのアドバイスを受けたりして、「チー
ム○○くん」として全教職員で迎えようとい
う雰囲気をつくった。

⑵ 保護者サイド
　就学前まで、同学年の子と触れ合う機会が
ほぼなかったので、少しでも友だちと顔見知
りになっておこうと、本児の幼稚園の読み聞
かせのボランティアに参加され、その際、一
緒に幼稚園に行き、友だちと触れ合う機会を
持たれた。また、入学に向けて、学校職員（管
理職、養護教諭）や市教委との面談を複数回
行い、購入する備品の検討を行った。
　そして、学校側が作成した個別の支援計画や
指導計画、さらに主治医の意見書や指示書な
どの関係書類について保護者が確認を行った。

あおぞら学級スタート！4

　教室環境が整い、就学に向けての関係書類
も整ったところで、私が本児の所属するあお
ぞら学級の担任になった。実は、人事異動で
今年度から本校に転任となったので、私自身
は今までの様々な準備には全く関わっていな
かった。新学期の準備として、特別に３月末
に受け入れのための事前打ち合わせを行い、
職員や看護師と出会った。そこから慌ただし
く、４月の入学式から学校生活をどう進めて
いくのか話し合いを重ね、アイデアを出し
合った。

⑴ はじめの一歩
　入学式にどういう形で参加するのがベスト
なのか考えた。昨年度より、コロナ禍での式
のため、出席者は、新入生児童と保護者以外
の出席者については、学校職員は人数制限
し、来賓も少なくし、出来るだけ短時間で終
えられるようにしていたので、本児にとって
も身体への負担は少なくて済むだろうと思わ
れた。ただ、何が起こるかは分からないので、
必要に応じて本児が退場しやすいように座席

を入り口近くにするなどの配慮を行った。そ
れらのことを職員で共通理解してから、入学
式前日に来校してもらい、教室や体育館で座
席の確認や動きのシミュレーションをして、
保護者にとっても、本児にとっても安心して
式が迎えられるようにした。職員も保護者も
緊張と不安の中での入学式であったが、最後ま
で安定した体調で式に出席することができた。

▲ 明るく楽しい雰囲気のあおぞら学級に

⑵ 友だちとの出会い
　「なんで、これ（バギー）に乗ってるん？」
入学式後の交流学級に行ったときに、同級生
から言われた言葉である。幼稚園からの友だ
ちは、本児のことを知っているが、保育園か
らの友だちにとっては、初めての対面だった
ので、素直な反応であったと思う。その言葉
を聞いて、早急に本児のことを話す必要があ
ると考えた。そこで、本児の病気について、
子どもたちが分かる範囲で伝え、みんなと同
じ１年生であることや、できないことが多い
が、みんなと一緒に過ごすことが本児にとっ
て大切であることを伝えた。また、２年～６
年の子どもたちにも話をする必要があると考
え、看護師と相談し、病気に関する内容や支
援学級での様子、本児にとって何が必要なの
かを分かりやすくイラストを交えた紹介ボード
を作成し、保護者に確認を取った後、話をした。
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▲ 看護師作成の紹介ボード

⑶ 交流学級との関わり
　１日に１回は、交流学級に行き、同級生と
触れ合う時間を持とうと考えていたが、本児
の体調のことや、特別支援学級での訓練の時
間の確保などのこともあり、なかなか毎日同
じように交流学級に行くことは難しいことが
多かった。そこで、交流学級の担任からの提
案で、その日の日番が「○○くん、あのね」
というカードを作り、学校での出来事を書い
たカードを届けに来てくれるようになった。

▲ あのねカードが届いたよ

⑷ 他学年の子どもたちとの関わり
　全学年に話をした後には、教室によく顔を

見せてくれるようになった子、かわいいイラ
ストを描いて持って来てくれる子、折り紙で
様々なものを作り、持って来てくれる子など、
たくさんの友だちが一気にできた。それらの
作品を教室に掲示することで温かい雰囲気に
なったり、持って来てくれた児童も「ここに
貼ってある！」と嬉しそうに眺め、また新た
な作品をプレゼントしてくれたりするように
なった。ただ、一度に多くの子どもたちが来
室すると、感染症の心配や医療用具、訓練用
具がたくさんあって危険なこともあるので、
人数制限をしながらではあるが、声をかけた
り、タッチしてもらったりした。
　また、教室に来ても、本児の体調や注入中
などで入室できない時もあるので、教室の入
り口にイラストの表示を出して、入室できる
時や入室できない時を目で見て判断できる
ようにした。その際、「あっ、今は入れんわ」
と残念そうに言う声が入り口の前で聞こえて
きたので、「○○くん、きたよ」のボードを
作り、「入室はできなかったが、会いに来た
よ」と意思表示ができるよう画用紙にシール
を貼ってもらい、多くの児童が来てくれたこ
とが確認できるようにした。

▲ 教室入り口の表示

⑸ 教職員の連携（One teamとして）
　昨年度から本校にいた教職員は、ある程度
は本児の病状について知っていたが、今春の
異動でメンバーが変わったこともあり、でき
る限り児童について教職員と話をする機会を
もつよう心がけた。また、毎週金曜日の終礼
では「今週の○○くん」として、その週の本
児の様子を教職員に詳しく伝える時間を設け

10
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てもらった。そして、できるだけ多くの先生
に教室に来てもらい、訓練の様子を見ても
らったり話しかけたり、触れ合ってもらった
りすることが本児にとってよい刺激になるこ
とを伝えた。終礼の後には、色んな職員から

「今度、読み聞かせする本を持って行くわ」
とか「注入している時に見学しても大丈夫？」
と言われることで、本児に関心を持ってもら
えていることや、全教職員で関わりあってい
こうという雰囲気が感じられるようになった。

⑹ あおぞら学級での１日
○登校までに
　看護師と一緒に教室の準備として、吸引器
の設置、教室の温度管理、1日の予定の確認
をする。
○登校
　保護者の送迎後、看護師が本児を抱えて教
室に入り、担任がモニターなどを受け取り設
置し、授業の準備を行う。それから、バイタ
ルチェックをし、その日の活動内容を看護師
と相談して決める（前日にある程度は決めて
いるが、当日の体調で内容が大きく変化する
ため）。
○授業（訓練・様々な刺激）
　【朝のあいさつ】
　　校長先生や隣の教室の児童が来室し、朝

のあいさつをしたり、その日の天気や行事
などを知らせ、声をかけたりしてくれる。

　【装具の使用】
　　腹臥位や立位台などを使い、体位変換を

行うことで、呼吸の安定を図ることができ
たり、身体への刺激を与えたりする。

　【ボールプール】
　　本児は、自分で身体を動かすことはで

きないので、視線が偏りがちになる。そこ
で、マットに寝かせた本児をボールプール
のボールの上に乗せ、マットごと動かすと
景色が変化し、視覚への刺激となる。また、
背面から伝わるボールの感覚が心地よさを
生み、リラックス効果もあると考え取り組
んでいる。

　【音楽・図工】
　　専科の先生に入ってもらい、音楽を流し

たり、手を持ってもらいながらではあるが、

楽器に触れさせて色々な音を聴かせる。ま
た、図工では、絵の具を手に着けて画用紙
に線を描いたり、点を付けて模様を描いた
りする。

　【その他】
　　本校には、たくさん楽しいアイデアを

持った先生がいるので、それぞれの持ち味
を生かした関わりを持ってもらっている。

　　読み聞かせが得意な先生には、声を変
えながら上手に読み聞かせをしてもらった
り、工作が得意な先生には、手作りのスヌー
ズレンを作成してもらったりしている。さ
らに、看護師も手先が器用なので、手作り
絵本や明るく楽しい教室掲示を作っても
らったりしている。

▲ 様々な特技を持った先生たち

おわりに5

　本児を受け入れるにあたり、保護者はもち
ろんのこと、学校としても多くの不安があり、
小学校での生活をどう支援していくことがよ
いのか迷いながらのスタートであった。しか
し、本校全教職員の温かい思いや市教委から
の支援、さらには、本児に幼少期から関わっ
てくださっている支援センターの方、保健師、
訪問看護師などの専門分野の方からのアドバ
イスを受けながら、看護師とともに日々本児
と向き合っている。
　私たちの取組は、まだ始まったばかりであ
る。これからは、あおぞら学級をさらに充実
発展させながら、本児が、波賀っ子たちや私
たち教職員と共によりよく成長していけるよ
う研修を積み重ねていきたい。
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はじめに1

　本校は、生徒数368名、学級数14（うち特
別支援学級４）の中学校である。また、学校
生活支援教員が配置され、通級による指導の
拠点校でもある。

▼ 本校在籍生徒数（2021年4月）

通常の学級 特
別
支
援

学
級 計 SFなし SFあり

－ － 通級

1 年
2 年
3 年
計

107
99
104
310

9
2
9
20

6
8
7
21

3
10
4
17

125
119
124
368

※ SF : サポートファイル 

　令和３年度は、丹波篠山市教育委員会教育
研究所が推進する「ユニバーサルな学校づく
り　～小・中学校連携を通して～」に基づい
て研究に取り組んでいる。
　本研究を進める意義は、以下の通りである。

⑴ 小学校からの連続性
　「中１ギャップ」という言葉がある。小学
校と中学校の制度の違いが種々の問題の主原
因であるといったイメージや、中学１年生に
なった段階で突然何かが起きるかのようなイ
メージを抱くと、問題の本質や所在を見誤り、
間違った対応をしかねない。小学校からの連

続性に注目し、問題の把握と解消に取り組む
ことが重要である。
　また、いじめや不登校が増加する背景や要
因として、中学校区が抱える課題を多面的に
捉えるとともに、小学校からの連続性を確保
した教育活動の充実を図る必要がある。

⑵ 二次障害の防止
　特別な支援を必要としている児童生徒が、
理解不足による過度な叱責やいじめなど、否
定的な周囲の対応を経験し、そのことが自信
喪失、自尊心の低下、自己イメージの貧困化
を招いていることがある。二次障害として、
外在化障害（極端な反抗、暴力、家出、反社
会的犯罪行為等）と内在化障害（不安、気分
の落ち込み、対人恐怖、ひきこもり等）など
が挙げられる。これまで「中１ギャップ」とひ
とくくりにされてきた問題の要因として、二次
障害が関連している可能性が考えられる。
　ユニバーサルな学校づくりの取組を見直
し、適切な教育的支援を行うことが、二次障
害を軽減するという観点からも重要である。

⑶ 継続的でスムーズな支援の実現
　ユニバーサルな学校づくりは、小学校また
は中学校のいずれかが単独で行うのではな
く、中学校区ぐるみで進める必要がある。小
学校単独の取組では支援が途切れることにな
り、中学校単独の取組では支援を受け入れる
土壌づくりに時間がかかるからである。
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ユニバーサルな学校づくり2

　「ユニバーサルな学校」を推進する柱は、
次の４つである。

⑴ 人的環境のユニバーサルデザイン化
⑵ 授業のユニバーサルデザイン化
⑶ 教室環境のユニバーサルデザイン化
⑷ 小・中学校連携による組織的取組

⑴ 人的環境のユニバーサルデザイン化
　① 心の居場所（学級づくり）
　　学校生活における「心の居場所」の中心

は学級である。共感的な対話、寄り添う姿
勢とともに、子どもたちが安心して過ごす
ための規律正しさと自由な雰囲気を大切に
した「ぶれない指導」等で、「心の居場所」
としての学級づくりをすすめている。

　② 友だちとの関係
　　安心・安全な学級づくりが進むと、生徒

同士が信頼関係を深めていく。
　　例えば、係活動や行事等を通して友だち

との連帯感が生まれ、役割を担うことで自
己有用感が高まる。

　　昨今は、新型コロナウイルス感染拡大予
防のため、行事等が中止や延期になること
が続いている。今まで以上に健康面での配
慮は必要であるが、集団活動の機会を作る
ことも大切である。

　③ 具体例「１年ミニ運動会」
　　１学期末、１年がミニ運動会を実施した。
　生徒が企画し、運営をすることで、達成感

や充実感が味わえるものであった。
　　また、運動には「ルール」が存在する。
「ルール」を明確に伝えること、お互いに
「ルール」を守ること、ポジティブな声か
けをすることなど、誰もが楽しめる言動を
心がける経験の１つにもなった。

▲ ミニ運動会

⑵ 授業のユニバーサルデザイン化
　① 視覚化、焦点化、共有化
　　授業のユニバーサルデザイン化において

は、「視覚化、焦点化、共有化」の３つを
確認した。今年度は特に、授業に「見通し」
をもたせるため、生徒にとってわかりやす
い目標と学習の流れを提示することを全て
の授業で行っている。

　② 具体例「校内研修」
　　１学期末の校内研修で、実践例を紹介し

てもらう機会を作った。
　　特に、「視覚化」について、見やすい文

字の色、サイズ、フォント、そして口頭指
示だけの時と視覚情報があった時の生徒の
反応の違いなどの説明を全体で確認すること
ができた。

▲ 視覚化の一例
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　　教科ごとの特性があり、中学校での授業
研究は各教科で行われることが多い。しか
し、教科の枠を超えて情報交流をすること
が、授業のユニバーサルデザイン化の一助
になると思われる。

⑶ 教室環境のユニバーサルデザイン化
　① 学級全体が落ち着く効果
　　情報を「整理整頓」し、「わかりやすい」

教室環境にする。学級全体が落ち着くこと
で、生徒個々もすべきことに集中しやすく
なる。具体的な取組は、次のとおりである。

・「見通し」（予定）を示す
・掲示物をカテゴリー化して貼る
・教師の言語量を調整する　　等

　　その他、座席配置にも配慮している。
　② 具体例「朝のスライドショー」
　　対人関係やコミュニケーションが苦手な

生徒への教室環境づくりの例である。
　　ある教室では、朝の会が始まるまで、テ

レビ画面にスライドショー（連絡事項、時
事ニュース、クイズ等）を流し続けている。
画面を見ながらクイズの答えを考えて過ご
すことができたり、会話のきっかけを見つ
けたりすることができている。

　　また、予定の確認ができたり、時事ニュー

スに関心が持てたりと、提示された情報は
それぞれに役立っている。

⑷ 小・中学校連携による組織的取組
　① 推進体制
　　篠山中学校と校区５つの小学校で部会が

組織されている。
　　例年は、それぞれの部会ごとのテーマで

活動をしている。本年度は、部会ごとに各
校の代表者が集まってユニバーサルデザイ
ン化の取組についての情報交換を行った。

▲

 小中連携 各部会の構成人数

7

2

2

2

2

2

17計

6

2

3

2

4

2

19

4

2

3

2

2

2

15

6

3

2

2

2

2

17

6

2

2

3

2

2
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中学校

生徒指導 学力向上 道徳教育 健康安全 特別支援
教　育

Ａ小学校

Ｂ小学校

Ｃ小学校

Ｄ小学校

E小学校

小学校の取組は、次のとおりである。

・構造化をしている
・学習の流れを提示している
・「肯定文」で伝えるようにしている
・チームで取り組んでいる　　　等

　　内容は、中学校と共通しているものが
多かった。有意義ではあったが、断片的
で表面的な情報交流に留まっている面も
あった。

　　事例を通して、より具体的にお互いの指
導支援について話し合える機会が必要では
ないかと考えている。

　② 具体例「支援内容の引継ぎ」
　　入学して早々、机にダラ～ンと突っ伏し▲ 教室環境づくり
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ている生徒がいた。支援を必要としている
生徒ではあるものの、学習態度についての
指導も必要である。どこまでを指導すれば
よいのか、迷いが生じる事例であった。

　　小学校からは、低学年の時から離席が
多く、教師の発言に対し衝動的な反応が多
かったという情報を引き継いでいた。また、
この姿勢であれば自席で過ごすことができ
るようになったという指導の経緯があるこ
ともわかった。

　　この情報があったことで、「姿勢を正し
なさい」という叱責より、「今は大事な話
だから、顔を上げて聞きましょう」といっ
た声かけが望ましいと判断できた。

　③ 具体例「小中移行期のケース会議」
　　体育の持久走の学習で、授業の時間にな

ると廊下で止まってしまう生徒がいた。
　　持久走が理由であることは明らかで

あったが、自分で言葉にできず困っていた。
　「持久走が嫌」とだけ聞けば、「しんどいか

ら逃げている」とイメージしてしまいがち
である。しかし、小学校卒業前のケース会
議に中学校担当者も参加していたことで、

「中学校入学後、精一杯頑張っていて、持
久走だけは限界を超えている」と捉えるこ
とができた。

　　教科担任と相談をし、持久走では、周回
カードを提示する役割として参加すること
ができた。

　④ 継続的で一貫性のある支援
　　中学校教員も研鑽を積んでいるため、入

学以降のようすで、目の前の状態の見立て
はある程度できる。しかし、小学校当時の
本人のつらさ、努力、成長過程まで想像す
ることは難しい。上記２つの事例のように、
小学校と連携ができていなければ、生徒の
状態像を見誤り、教師が叱責を繰り返して
いたかもしれない。理解不足による過度な
叱責が続けば、二次的な問題を生じさせて
いた可能性もある。

　　今後も小学校と連携することで、生徒の
言動の背景を理解した上で指導支援し、生
徒の成長につなげたい。

おわりに3

　「学校を卒業したら、この支援はしてもら
えないのでは」「社会に出た後、この特性を
理解してもらえるだろうか」といった心配の
声を聞くことがある。特別支援教育は、特別
な支援を必要とする子どもたちの成長を支え
るとともに、社会全体への働きかけを進めて
いくことが重要である。
　また、わたしたちは「共生社会の実現に向
けた特別支援教育の充実」をめざしている。
共生社会は、すべての人が幸せに生きる社会
である。目の前にいる子どもたちは、その社
会を担う子どもたちである。
　「ユニバーサルな学校づくり」が、将来、
子どもたち自身が作る「共生社会」へとつな
がっていくことを願い、地道な取組を重ねて
いきたい。

【参考文献】　
阿部利彦
　「通常学級のユニバーサルデザイン　スタート　
　ダッシュＱ＆Ａ55」、東洋館出版社、2017年
丹波篠山市教育委員会教育研究所
　「ユニバーサルな学校づくり　～小・中学校連携
　を通して～」、2021年３月
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はじめに1

　臨時講師として６年間、教諭として10年間、
県立の高等学校で数学を教えてきた。そんな
私が、特別支援学校教諭免許状を取得し、特
別支援学校に転勤を決意したのには理由があ
る。それは、私が障害者になったからである。
　26歳の時、夏にスノーボードのジャンプト
レーニング中、事故で両大腿骨を骨折。手術
は成功したが、右足に脛腓骨神経麻痺の障害
を持つこととなった。怪我がきっかけで、今
まで関わりが無かった「医療」「福祉」、そし
て「障害」について知ることとなった。あわ
せて、私はもう健常者ではなく、障害者とし
て生きていくことになった。そんな私が、障
害を持った教育者として、障害のある子ども
たちの成長に関わることが、大きな意味を
持っているのではないのかと感じ、40歳を目
前に転勤を希望した。
　現在、特別支援学校に勤務し２年目である。
まだ、学校全体を把握できておらず、肢体不
自由を有する生徒（知的障害有）を主に受け
持っているが、高等学校から特別支援学校に
来た教員としての考えや思い、障害のある生
徒との関わりや授業の工夫、私にできること
について執筆する。

学校としての取組2

　本校は、「天空の城　竹田城」の近くにあ
り、知的障害や肢体不自由の児童・生徒たち
のための小学部・中学部・高等部を設置して
いる。肢体不自由児童・生徒は全県から来て

おり、寄宿舎で生活している。現在、小学部
は14名、中学部は13名、高等部は24名の計51
名の児童・生徒が在籍している。
　近隣の小・中学校に対して、教育相談を実
施して、特別支援学級の担任の先生やその保
護者に対して、早い段階から特別な支援を必
要とする児童・生徒への対応や、支援の方法
など相談できる取組を行っている。
　コロナ禍により、本校でも様々な対策を余
儀なくされた。早くに本校独自のYouTube
チャンネルを開設し、校内のガイドラインを
早急に整備した。但馬地域は他の地域より感
染者が少ないとはいえ、県内全域の生徒が在
籍している。このように徹底した感染予防を
実施したこともあり、在籍生徒・保護者・職
員に感染者は出ていない。交流事業において
も、県立八鹿高等学校の生徒たちとのクリス
マスイベントをオンラインで行うなどの工夫
をして実施した。
　就労実績では、朝来市役所や各地域事業所
など、特に生徒の住む地域での就労を希望す
る家庭がほとんどだが、各地域の事業所やハ
ローワーク、他の特別支援学校の進路指導部
と連携して、就労を希望する生徒の進路実現
を達成している。

高等学校から特別支援学校へ3

　同じ県立学校でも事情が異なることは明ら
かだったので、転勤初年度は初任者の気持ち
で臨んだ。高等学校では40人に対して１人の
担任であったが、特別支援学校では概ね２人
の生徒に対して１人の教員が担当している。
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　授業においては、高等学校では、教科会で
相談し学年ごとで進度を揃えるが、指導方法
は教員個人に任されるのに対して、特別支援
学校では、１クラスの授業に対して毎時間の
指導略案を作成する。そこから生徒の実態に
合わせて、主担当以外の先生がバックアップ
をする授業スタイルとなっている。高等学校
では、教科指導力を向上させていくことが必
要だが、特別支援学校では授業の順応性や教
員間の協調性がより必要とされる。
　また授業準備においては、高等学校では授
業の空き時間に準備することができる。さら
に、何年間も授業をしていると、過去のもの
を再利用することができる。それに対して、
特別支援学校は授業以外でも生徒と一日中一
緒に生活するので、生徒が学校にいる間はほ
ぼ準備ができない。ただ、部活動がほとんど
ないので、下校後は会議や研修の日を除いて
準備することができる。しかし、過去のプリ
ントなどの再利用は、生徒の実態に応じて授
業のスタイルを変える必要があるので、あま
り使うことができない。
　特別支援学校にしかない授業形態もある。
それが「各教科等を合わせた指導」で、「日
常生活の指導」や「生活単元学習」などがある。
社会・理科・情報などを合わせて授業するこ
とができるので、日常生活に合った授業を展
開しやすい。また個々で行う「自立活動」も
生徒の実態に合わせることができるので、授
業を行いやすい。「作業」の授業では、就職
に役立つ検定の練習や販売学習に向けての授
業ができる。今年度から「兵庫県特別支援学
校技能検定（パソコン部門）」を各校でプレ
検定として実施するので、楽しみである。
　だが、私にはまだまだ学ぶべきことがある。
道徳の授業やキャリア教育、インクルーシブ
教育などである。また、高等部以外の中学部
や小学部についても学ぶ必要がある。学ぶこ
とが多いのは進化するきっかけとなるので、
うれしい。ただ、校内研修が多いため授業準
備の時間が削られる。準備時間が高等学校と
同等かそれ以上に必要だが、高等学校と違っ
て授業の空き時間が無いため、下校後しか準

備する時間がとれず、時間の確保がとても重
要で難しいと感じている。

知的障害がある生徒との関わり4

⑴ ICTの使用法について
　ICTは、知的障害や肢体不自由を有する児
童・生徒にとっては非常に便利なツールであ
る。検索したいことを声だけで検索をするこ
とができ、知識が無くてもインターネット
で調べることが可能で、文字でコミュニケー
ションをとることができる。合理的配慮の面
でも非常に役に立つこともあり、私も積極的
に活用している。
　一方、LINEのやりとり（特にグループLINE）
やオンラインゲームでのやりとりで、感情が
抑えられず、けんかになることが非常に多い。
また、インターネットの危険性に疎いため、
情報モラルの授業が非常に大切で、まずは家
庭における使用状況を把握するため、いじめ
アンケートと併せて確認した。その結果につ
いて生活単元学習で説明したり、必要に応じ
て別の時間に個別に話をしたりした。その際
に、すでに起きていた問題について話してく
れたり、情報モラルの授業後に本人から申し
出てくれたりして発覚した事例も複数あっ
た。場合によっては、複数の生徒を対象に同
時に指導するということも大事で、個々に話
すよりも互いの気持ちや考えがわかる。実際
には、情報モラル教育教材「SNSノートおお
さか」を参考にして、以下の項目を生徒に示
し「友達にされて嫌だなと感じる順に番号を
つけてみよう」との質問に対し、生徒から次
のような回答があった。
　 すぐに返信が来ない
　 なかなか会話が終わらない
　 知らないところで自分の話題が出ている
　 話をしているのに、スマホを触っている
　 自分が写っている写真を公開される
　そして、自分の考えをまとめてから、みん
なで意見を出し合った。そこで、自分が嫌だ
と思っていることと、相手が嫌だと思ってい
ることの違いを知ることで、この後起きるト

17

特別支援学校特別支援学校

No.3
県立和田山特別支援学校

教諭 田渕　伸司
 た ぶち　　しん じ

共生社会の実現に向けた
特別支援教育の充実に向けて
～高等学校から特別支援学校へ、
　　　　　　 健常者から障害者へ～



月刊「兵庫教育」2021年12月号月刊「兵庫教育」2021年12月号 月刊「兵庫教育」2021年12月号月刊「兵庫教育」2021年12月号

ラブルを予測させた。LINEでは、本当にや
り取りしているようなものをパワーポイント
で作成して「このような言葉が来たら、みん
なはどう思う？」などを繰り返し問うことで、
何が問題なのかを考えさせた。そして、「そ
れを踏まえてLINEを使いましょう」と促し
た。禁止にすれば、隠れてする可能性もある
が、なによりLINEは特に便利なツールなの
で、正しく使えるように指導することが大切
である。また、抽象的な「SNSでは、…」と
いった説明より、生徒たちが実際に使ってい
るアプリで説明することも大切である。
　 今 回 は、「LINE（ 主 に グ ル ー プ ）」 と

「Nintendo Switch」のオンラインゲームでト
ラブルになっていたため、これを教材にして
授業を行った。

▲ LINEによる手作り教材

⑵ 教科としての指導
　私の専門教科は数学なので、主に数学の授
業を担当している。
　知的障害のない肢体不自由の生徒には、高
等学校で教えてきた内容で授業ができる。考
える力や意欲は高等学校の生徒と同じなの
で、今まで培った「教えるプロ」としての力
を発揮することができる。
　知的障害のあるクラスの授業では教材の工
夫がかなり必要である。具体的な問題も必要
だが、具体的すぎると逆に止まってしまうこ
ともある。視覚的にも工夫が必要である。「生
徒４人が漢字の小テストをした。Ａさんは８
点、Ｂさんは６点、Ｃさんは10点、Ｄさんは
３点だった。４人の平均点を求めなさい」とい
う問題に対しては、４＋８＋６＋10＋３＋４と計算

してしまう。問題を読まずに数字だけを追い
かけていると思われる。こだわりが強く、漢
字が読めない生徒や、「Ａさんって誰？」な
ど話がずれる事がある。また、反復学習をし
ないと定着しないという課題もある。
　生徒たちがスマホやタブレットの扱いに慣
れていることから、ICTを活用しようと考え、
生徒自らが問題を作成して、その問題をみん
なで解くことにした。最初は「兵庫県から鹿
児島県までは、５～６時間で行けますが、２
つの平均値を求めてください」や「田渕先
生は、朝の体温は36.1℃、昼の体温は36.9℃。
ただし夜だけは38.9℃です」など、数学（算
数）の問題としては成立しないものが多かっ
た。そこで、電子黒板を使って、これらの問
題について「どう直せば、問題として成立す
るか。問題を修正して、解いてみよう」と問
いかけると、生徒たちは積極的に発表してく
れた。教員が準備した問題より、みんなが持
ち寄った問題を、自分たちで直し、解いて、
答え合わせをしていく過程が楽しいようだ。
　この授業を何度も繰り返した結果、「Ａ子
さんは昨日バナナの皮を踏んで２回転びまし
た。今日もバナナの皮を踏んで昨日より２回
多く転びました。Ａ子さんが転んだ回数の平
均を求めなさい」などセンスを感じる問題を
作成した。ただ、すべての問題の漢字にルビ
を振ったり、問題そのものの説明をしたりと
授業準備に相当な時間が必要である。
　そして、先にも述べたが、生徒の実態が違
えば、このやり方も毎年使えるわけではない。
これは、あくまでも今年のみの実践というこ
とになる。

▲ ICTを活用した数学の授業の様子
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　▲ 電子黒板に自分たちで作った問題を映し、
　　 解いている様子

障害者スポーツ5

　最初に述べたとおり、私は障害を持った教
育者だ。と同時に、障害を持ったアスリート
でもある。今はパラスノーボード日本代表に
選ばれて活動しており、世界選手権やワール
ドカップで結果を残し、北京パラリンピック
に向けて活動している。先生方・生徒のみん
なからの応援もあり、昨年度は、生徒からの
立案で私に内緒で、大会前の壮行会を開いて
くれた。

▲ 生徒が立案し、壮行会を実施している様子

　高等学校勤務時の部活動では、陸上競技部
の顧問を担当していたので、スポーツに関し
ても話す機会があったが、特別支援学校で
は、スポーツという部分で触れ合う機会が少

ない。それでもパラスポーツは増えており、
本校では体育の授業に取り入れている。ボッ
チャでは担当している生徒が、兵庫県で優勝
するなど素晴らしい結果を残している。
　健常者であったときは、パラスポーツにつ
いて興味が無かったのが本音だ。だが、障害
者となってからパラスポーツを見ると、とて
も素晴らしいと感じている。陸上競技を例に
あげると、ただ走るだけだが、走れなくなっ
た私からするとそれだけでも素晴らしい。走
り幅跳びも高跳びも足にハンデがあるのに

「どれだけ跳ぶんだ！」と感動できる。健常
者にすればそこまですごい記録ではないかもし
れないが、障害者から見ればとても感動できる。
　障害を持ってみて、生徒も「できないから
やらない」ではなく、「まずはやらせてほしい」
と思っていることがわかった。本校の体育の
先生方は積極的にパラスポーツに触れる機会
を作っている。私も体育の先生方のように生
徒とともにパラスポーツに触れる機会を増や
したいと思う。そして機会があれば、私が実
践しているスノーボードも体験させたい。

おわりに6

　今の私があるのは、周りの人の助けがあっ
たからである。この感情や経験を特別支援学
校の生徒にも感じさせ、次に助けてあげるの
は自分だという意識を持って生活してほしい
と願っている。そのためにも、今の私にできる
ことを理解し、将来生徒たちがどのように生き
ていくのかの選択肢を増やすことができるよう
に教育活動をしていきたいと強く思っている。
　健常者が多い中で、健常者の過ごしやすい
社会の中で、障害者も同じように生き、共生
している。どちらか一方が生きにくい社会で
あるのならば、それは間違っている。私は、
健常者だったものとして、障害者になったも
のとして、教育者として、アスリートとして、
自己研鑽を怠らずこれからも進化していきた
い。それが、いずれは自分のために、家族の
ために、そして社会のために、子どもたちの
ためになると信じている。
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月刊「兵庫教育」2021年12月号月刊「兵庫教育」2021年12月号 月刊「兵庫教育」2021年12月号月刊「兵庫教育」2021年12月号 ※コロナ禍で生まれた差別、偏見を耳にした愛媛の有志が立ち上げたプロジェクト。愛媛特産の柑橘にちなみ、
　シトラス色のリボン等を身につけて、「ただいま」「おかえり」と言えるまちづくりをめざす活動を展開して
　いる。リボンで表現する３つの輪は、地域と家庭と職場（もしくは学校）を表わしている。

　「とてもいい経験でした。次もまた参加したいです」、ボランティア活動を終えた生徒の
言葉です。本校は、入学以前にいじめや不登校を経験した生徒が半数以上を占めており、
自己肯定感や自己有用感が低い傾向にあるのが現状です。それらをいかにして向上させる
かが大きな課題であり、そのための一つの策として力を入れているのがボランティア活動
です。清掃活動やこども食堂、サンタクロースボランティアなどの地域に密着した活動か
ら、神戸マラソンの補助や東日本大震災復興ボランティアなど、地元を飛び出した活動ま
で多岐にわたっています。特徴的なのは、一度活動に参加した生徒が、その後、継続的に
関わっていることです。自分が必要とされていると
思い、やりがいを感じているようです。生徒たちは、
ボランティア活動を通して地域社会に貢献すること
で、自分自身も成長しています。
　コロナの影響でボランティア活動が縮小される
中、一人でも多くの生徒がボランティア活動から自
分の可能性を広げてもらいたいと願い、今後も力を
入れて取り組んでいきます。

　「ただいま」「おかえり」と言い合えるまちをめざし、愛媛県で始まったシトラスリボン
プロジェクト※。昨年度、この活動に感銘を受けた74回生（現３年生）の評議委員会が中
心となり、本校でのプロジェクトがスタートしました。地域と家庭と職場（学校）を表現
した三つの輪のリボンを生徒が思いを込めて作り、それを身に付けて、コロナに負けない
あたたかいまちを一緒につくろうとアピールをしました。その後、阪神御影駅にリボンを
置いて頂くことになり、駅長の方から「とても好評で、置いてもすぐになくなってしまう
んですよ」という、嬉しい報告もありました。
　今年度、３年生から１年生に向けて、この活動の
趣旨と作り方の説明があり、総合的な学習の時間で
作製しました。初めてのことで戸惑いながらも心を
込めて作られたシトラスリボンと手書きのメッセー
ジは、再び阪神御影駅に置かれ、地域の方々に生徒
たちの思いを伝えています。
　様々な行事や部活動が制限され、先輩から後輩へ
大切な心を伝える場が少なくなっている中、この活
動は全校生徒の心を結んでくれています。

（県立有馬高等学校　定時制課程　教頭　髙橋　剛）

（神戸市立御影中学校　校長　中根　晴美）

自己有用感の育成に向けて

あたたかいまちをつくる

－県立有
あり

馬
ま

高等学校（定時制課程）－

－神戸市立御
み

影
かげ

中学校－

～ボランティア活動を通して～

～受け継がれるシトラスリボンプロジェクト～

▲ 東日本大震災の現地で、被災した方から
　 のお話を聴く生徒たち

▲ シトラスリボンを作製する１年生と
　 学年カラーの赤で作られたシトラスリボン（右下）
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　本園では、「夢中になって遊び込む子」をめざして取組を進めています。
　ある日の園庭で、藤棚にぶら下がっている藤豆を何とかして採ろうとジャンプしたり、
棒でつついたりしていた子どもたち。５歳児数人が、踏み台や積み木を持って来てそこに
登って採っている様子をじーっと見ていた４歳Ａ児。踏み台が空くと、自分もやってみよ
うと登り、手を伸ばして採ろうとしますが全く届きません。５歳Ｂ児が「採ってあげようか。
はい」と台に登って藤豆を採りＡ児に渡しました。それでも、
まだじーっとぶら下がっている藤豆を見ているＡ児。Ｂ児は

「自分で採りたいの？ちょっと待ってて」と、Ａ児が届くよ
うにともう一つ積み木を踏み台の上に乗せ、「押さえてあげ
るから登り」と言って、Ａ児がゆっくりと積み木に登り、自
分で採るのを手助けしてやりました。Ａ児は、自分の気持ち
に寄り添って関わってくれた５歳児の思いやりを感じ、憧れ
の気持ちを抱いたことでしょう。
　この経験がＡ児の心に刻まれ、来年５歳児として、同じよ
うに優しく年下の子に接する姿となって現れることを願って
います。

　本校では、一年を通して児童一人ひとりが一鉢の花を育てています。この取組は、ほぼ
40年にわたる取組となっています。６月と11月に小野市地域振興部まちづくり課から頂い
た苗を植え替えます。植え替えの作業は１年生と６年生、２年生と４年生、３年生と５年
生がペアになって行います。ポットから苗を外す方法や植木鉢への植え方を、経験を重ね
てきた上級生が下級生の手を取り丁寧に教え伝えていきます。その光景は大変ほほえまし
いものです。作業を終えた児童は「お兄さんに優しく教えてもらって嬉しかった。大きく
育つといいな」と笑顔で水かけをしていました。植え替えた鉢は、校舎の玄関先の花台に
並べられます。全校生340人分、３種類の花が並びます。色も鮮やかで日々心を和ませて
くれます。朝登校してくると、真っ先に一鉢に水を
かける児童の姿が見られます。「おはよう」と声を
かけながら、また、「土の乾き具合を確かめてから
かけてあげてね」と子どもたちに伝えています。
　今年度は、朝会で一人一鉢の歴史について子ども
たちに語りました。長年受け継がれてきた「一鉢の
命を育む取組」を通して、自分が世話をする花につ
いての由来や特性を知り、花や葉の状態を見て花と
対話をしながら育ててほしいと願っています。そし
てこれからも、この取組により探究心と心豊かな感
性、やさしい心、命を大切にする心を育んでいきます。

（三田市立三田幼稚園　園長　廣瀨　みちか）

（小野市立大部小学校　校長　藤原　壽美）

夢中になって遊び込む子

命を育む活動

－三田市立三
さん

田
だ

幼稚園－

－小野市立大
おお

部
べ

小学校－

～「やってみたい遊び」を繰り返す中で育ち合う子どもたち（異年齢の関わりから）～

～ 40年の歴史を受け継ぐ一人一鉢の取組～

▲ 藤豆に届くかな、採れますように！

▲ 登校後、自分の鉢花へ水をやる様子

21

阪　神
播磨東



月刊「兵庫教育」2021年12月号月刊「兵庫教育」2021年12月号 月刊「兵庫教育」2021年12月号月刊「兵庫教育」2021年12月号

　幼児教育の中核に、遊びがあります。遊びには、子どもたちの学びの種が詰まっています。
教師は、子どもの「楽しい！」「もっとやってみたい！」「次はどうなる？」などの気付き
や発見や感動を捉え、さらに没頭できるような環境づくり
や援助を考えていきます。昨年度からドキュメンテーショ
ン「遊び たのシート」を作成し、遊びや学びの種の可視
化に取り組んでいます。「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」と関連付けていくことで、どのような学びを得よ
うとしているのか、どのような非認知能力が身に付こうと
しているのかなど、教師の捉えも整理しやすくなりました。
　「遊び たのシート」は、掲示板に張って保護者のみなさ
んにも見ていただいています。「こんなふうに遊んでいく
んやね」「やっぱり遊びって、大事なんやね」と、遊びへ
の理解とともに、子どもたちが育くんでいる力を感じて
くださっているようです。これからも「遊び たのシート」
を活用し、本園の幼児教育の質の向上をめざしていきます。

　豊かな自然に抱かれた本校は、地域の木材を使用した木造建築として６年前にリニュー
アルされた木の香り漂う学校です。
　本校では、障害の有無にかかわらず、共に学ぶという視点で、互いに支え、認め合う学
校づくりを行っています。「ほかほかタイム」は、特別支援学級在籍の友だちの得意なこ
とや苦手なことなどを全校生で共有する時間です。一人一人を知ることで、運動会などの
行事や委員会活動など日常生活で、お互いに支え合い、認め合って学校生活を送っていま
す。また、校外での児童のお買い物体験など、
地域の方々の協力を得て交流をしています。
さらに、町内の特別支援学級や特別支援学校
の子どもたちが、様々な体験活動で交流する
合同学習も、楽しい取組になっています。
　今後も多くの人々との関りの中で、互いに
人格と個性を尊重し合い、理解し合いながら
生きていく共生社会の実現に向けた特別支援
教育を推進していきます。

（姫路市立高浜幼稚園　園長　生友　温美）

（香美町立村岡小学校　教頭　安田　雅司）

「学びの種」を捉える

支え合い、認め合う学校づくり

－姫路市立高
たかはま

浜幼稚園－

－香美町立村
むらおか

岡小学校－

～「遊び たのシート」の作成から～

～共生社会の実現に向けて～

▲ 遊び たのシート！

▲ 「ほかほかタイム」で知ったよ
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　本園は丹波篠山市の西部に位置し、地区内には日本六古窯の１つ丹波焼の郷がある自然
豊かな地域にあります。園庭にある花や実をつぶしての色水作り、その色水をジュースに
見立ててのお店屋さんごっこ、見つけたカマキリやカナヘビをかごに入れてお世話をした
り、どんぐり集めに近くの広場までの散歩に行ったりして、豊かな自然環境を生かした保
育を進めています。
　この秋、園庭の裏にあるヤマザクラを使って「世界に一つだけのわたしのＴシャツ」作
りにチャレンジしました。まず、ビー玉やペットボトルキャップと輪ゴムで模様をつけた
あと、職員が前日に作成した染色液が登場すると子どもたちは大興奮！大きなたらいにＴ
シャツを入れ、何度も押し込んでいきました。見る
見るうちに色が変わっていく様子に「魔法みたい！」
の声。赤みがかった茶色の素敵なＴシャツとなりま
した。運動会では、みんなおそろいのＴシャツを着
てダンスを披露しました。
　今田っ子の合言葉は「げんき　なかよし　力いっ
ぱい」。子どもたちが心豊かに成長していけるよう
に、これからも取り組んでいきます。

　GIGAスクール構想により、昨年度から本市でも１人１台タブレット端末と通信ネット
ワーク環境が整備されました。本校においても「令和の日本型学校教育」の構築をめざし
て、個別最適な学びと協働的な学びの実現に向けた取組をスタートさせました。
　今回は、４年生の社会科「わたしたちの県」で、兵庫県についての調べ学習の一環とし
て、尼崎市の小学校とWeb上で「つながる授業」を展開しました。グループごとに自分た
ちの住む町を紹介し合い、もっとくわしく聞いてみたいことや不思議に思ったことを質問
し合いました。議論は熱を帯び、お互いの地域
の特徴を深く理解することができました。授業
後、子どもたちは、「鳥飼にも、ええとこあるなぁ」
と自分たちの地域の良さを再発見し、「ふるさと
鳥飼、ふるさと淡路島」を誇りに思うきっかけ
にもなりました。
　これからもICT機器を文房具の一つとして活用
しながら、今後は「つながる授業」から「広がる、
深まる授業」への展開をめざしていきます。

（丹波篠山市立今田幼稚園　園長　堀　香織）

（洲本市立鳥飼小学校　教頭　北畑　義将）

げんき  なかよし  力いっぱい

「つながる授業」から「広がる､ 深まる授業」へ

－丹波篠山市立今
こん

田
だ

幼稚園－

－洲本市立鳥
とりかい

飼小学校－
～ ICTを活用した遠隔交流授業～

▲ 私のＴシャツ  どんな色に染まるかな？

▲ わたしたちの住む町はこんなところですよ
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　本号では、外国語科・外国語活動の授業で
は、最も多くおこなわれる「話すこと（やり
取り）」の言語活動について考えます。

■コミュニケーションのモード
　英語教育では、聞く、読む、話す、書くの
４技能で言語活動をとらえてきましたが、新
学習指導要領では、話すことが「やり取り」
と「発表」に分かれ、４技能５領域となりま
した。目の前の相手と会話をするやり取りで
は、話し手−聞き手が発話毎に入れ替わりま
すが、発表では、聞き手（聴衆）に向けて話
す活動になります。
　海外の外国語教育のカリキュラムやスタン
ダードをみてみると、コミュニケーション活
動を４技能で分けずに、誰とどのような場面
や目的で言語を使っているかで区分している
ものが見られます。
　例えば、アメリカ外国語教育学会（以下

「ACTFL」）の外国語学習スタンダードに示
されているコミュニケーション活動は、「対
人モード（interpersonal mode）」、「発表モー
ド（presentational mode）」、「理解・鑑賞モー
ド（interpretive mode）」の３つのモードに
分けられており、それぞれのモードの下に、
例えば、「対人モード」であれば、目の前の
相手との会話［＝「話すこと（やり取り）」］
と同時に、メールやチャットなど、書くこと
を通じたやり取りが含まれます。いずれも、
話し手（発信者）－聞き手（受信者）が、入
れ替わるという特徴を持っています。また、

「発表モード」には、聴衆に向かって口頭で
伝える活動だけでなく、ポスターやニューズ
レターなど文字を使って読み手に伝える活動
も含まれます。

　さらに、やり取りの言語活動といっても、
場面や状況によってコミュニケーションの目
的は、当然ながら異なってきます。例えば、「道
案内」の活動では、
Ａ: Excuse me. Where is Kobe station?
Ｂ: OK. Go straight for two blocks.
　 Turn right. You can find the station on 

your left.
Ａ: Thank you.
のように、相手の質問に対して、情報を正確
に伝え、目的地までたどり着いてもらうこと
が目的となります。一方、「友だちと名刺交
換して、自己紹介しよう」というやり取りの
活動では、初対面の相手に名前や誕生日、好
きなもの、趣味といった情報を伝えあうこと
を通して、クラスの友だちとの関係作りをお
こなうことが大切な目的となります。
　先に紹介したACTFLの外国語学習スタン
ダードでは、「対人モード」の言語活動が、
その目的の違いから、次頁の図のように整理
されています。縦軸は、活動における情報伝
達の度合いを、横軸は、活動の中で相手と関
わる度合い（関係作り）を表しています。こ
のような観点から整理すると、授業でおこな
われている言語活動が、その目的によってどの
ように分布しているのかが可視化され、バラン
スの取れた活動作りを見通すことができます。
　図中の言語活動の配置は、筆者の考えた一
例です。同じ活動でも、教室での活動が、ど
のような目的や意図を持って実施されるかに
よって、分布は変わるでしょう。
　例えば、「買い物」の場面で考えてみます。
昨今は、入店してからひと言も発せずに、電
子マネーで買い物を済ませることができます
が、何かを買おうと迷っているときに店員か

24
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吉田　達弘

５領域の指導
　　～ 話すこと（やり取り）～
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もっと意識できるのではないでしょうか。コ
ミュニケーションは単なる情報の発信→受信
ではなく、常に他者とすり合わせながら、一
緒に作っていく本質的に複雑なものです。言
語活動の体験を通して、こういった気付きが、
子どもたちに芽生えると素敵ですよね。

■「あたま」「こころ」「からだ」を結びつける
　そういった気付きを引き出すには、普段か
ら、多様な考えをすり合わせ、思考と情動が
伴うようなやり取りの活動をする必要がある
でしょう。
　例えば、英語で色の言い方を学ぶ単元で
は、教師が黒板のカードを指し、What color 
is this? … It’s green/ pink/ red…と子ども
が答える場面を見かけます。この問いを少し
ひねって、“What color is spring for you?”（み
んなにとって春のイメージは何色？）とたず
ねてみます。すると子どもたちは、“Pink!”

“Green!”“No, light green!” “It’s yellow!”
と自分たちの感性や体験に基づいて応答しは
じめます（柳瀬・小泉、 2015)。そして、“Why 
yellow?”と誰かがたずねると、「うちのま
わり、菜の花畑なんだ」「あー、そうなん
だ」となります。春の情景が目に浮かんでき
ます。ついでに、“What color is winter for 
you?”,“What color is your future?”,“What 
color is our class for you?”（ちょっと怖い）
などと問いかけると、やり取りはどう発展す
るでしょうか。「あたま」だけでなく「ここ
ろ」と「からだ」も結びつけ（柳瀬・小泉、 
2015）、やり取りを一緒に作る経験を重ねる
ことが、コミュニケーションに対する「見方・
考え方」を身に付けるのに重要なのではない
かと考えます。

ら気持ちよい接客をしてもらえると、（それ
がビジネスとは言え）また来てみようと思う
ものです。そういった場面でのやり取りでは、
金銭や物の授受というより、「関係作り」の
度合いがより強くなると言えます。

情報伝達

関係作り

道案内
レストランで
注文しよう

友だちと将来の
夢を伝え合おう

友だちと名刺
交換して自己
紹介しよう

買い物しよう

▲ 図　「やりとり」の言語活動の特徴（Hall［2000］に基づく）

■コミュニケーションは一人で作れない
　外国語活動での「話すこと（やり取り）」
の目標には、「サポートを受けて、自分や相
手のこと及び身の回りの物に関する事柄につ
いて、（中略）質問をしたり質問に答えたり
するようにする」（学習指導要領・外国語活
動編、下線は筆者）という一節があります。
友だちや先生から助けてもらいながらやり取
りできればよい、という目標は、英語が少し
苦手な子どもたちにとっても達成感につなが
ります。これが、高学年になると外国語活動
の経験を踏まえ、「質問したいことを自分で
考えて質問したり、質問に対して自分で考え
て答えたりし、自分の力で伝え合うことを目
指す」（学習指導要領解説・外国語編、下線
は筆者）とあり、「自分」でできることが強
調されています。
　しかし、やりとりの活動は、会話に参加す
る複数の人々の間で作られるもので、決して
自分の力だけでできるものではありません。
ですから、高学年の目標にも「お互いに助け
あいながら…」とか「コミュニケーションを
一緒に組み立てながら…」といった要素が
入っていれば、児童も「やり取りらしさ」を

【参考文献】
Hall, J. K. （2000）. Methods for Teaching Foreign 

Languages: Creating a Community of Learners in 
the Classroom. Pearson.

柳瀬陽介・小泉清裕（2015） 『小学校からの英語教育を
どうするか』岩波書店.
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１　なぜSDGsなのか

　「SDGs（エスディージーズ）」という言葉が、
世間に氾濫している。政府やマスコミにとど
まらず、多くの企業が看板に掲げ始めている
のである。なぜ、産業界までもがこれを謳わ
なければならないのか。それは、もはや「持
続可能な開発目標（SDGs）」（注１）の実現なし
には、人類社会の存続も、経済活動も「不可
能」であることが、誰の目にも明らかになっ
てきたからである。あとは時間との競争であ
り、とりわけ気候変動に代表される地球環境
問題の解決が「間に合うか」「間に合わないか」
なのである。

▲ 図１ SDGsロゴ

　「持続可能な開発目標（SDGs）」には、17
の目標の中に169のターゲットが設定されて
いる。これをウェディングケーキ・モデル（図
２）（注２）と呼ばれる区分に従って類別すると、
それぞれの目標の位置付けと特徴が明らかに
なる。

▲ 図２ ウエディングケーキ・モデル

【環境（生物）圏に関わる目標】＝第一層
＜目標６＞　すべての人々の水と衛生の利用

可能性と持続可能な管理を確保する
＜目標13＞　気候変動及びその影響を軽減す

るための緊急対策を講じる
＜目標14＞　持続可能な開発のために海洋・

海洋資源を保全し、持続可能な形で利用
する

＜目標15＞　陸域生態系の保護、回復、持続
可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻
止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

【社会圏に関わる目標】＝第二層
＜目標１＞　あらゆる場所のあらゆる形態の

貧困を終わらせる
＜目標２＞　飢餓を終わらせ、食料安全保障

及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を
促進する

＜目標３＞　あらゆる年齢のすべての人々の
健康的な生活を確保し、福祉を促進する
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＜目標４＞　すべての人に包括的かつ公正な
質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を
促進する

＜目標５＞　ジェンダー平等を達成し、すべ
ての女性及び女児の能力強化を行う

＜目標７＞　すべての人々の、安価かつ信頼
できる持続可能な近代的エネルギーへのア
クセスを確保する

＜目標11＞　包括的で安全かつ強靭（レジリ
エント）で持続可能な都市及び人間居住を
実現する

＜目標16＞　持続可能な開発のための平和で
包括的な社会を促進し、すべての人々に司
法へのアクセスを提供し、あらゆるレベル
において効果的で説明責任のある包括的な
制度を構築する

【経済圏に関わる目標】＝第三層
＜目標８＞　包括的かつ持続可能な経済成長

及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用
と働きがいのある人間らしい雇用（ディー
セント・ワーク）を促進する

＜目標９＞　強靭（レジリエント）なインフ
ラ構築、包括的かつ持続可能な産業化の促
進及びイノベーションの推進を図る

＜目標10＞　各国内及び各国間の不平等を是
正する

＜目標12＞　持続可能な生産消費形態を確保
する

【パートナーシップに関わる目標】＝第四層
＜目標17＞　持続可能な開発のための実施手

段を強化し、グローバル・パートナーシッ
プを活性化する

　このウェディングケーキ・モデルでは、第
一層を基盤に次第に積み上がっていく目標
の特質がよくわかるとともに、まず喫緊の
課題として「環境（生物）圏」に関わる目
標を達成しなければ他の目標群の実現も困
難になることが直感的に理解できる。これ
とは別に、国連広報センターは「SDGsの
もうひとつの捉え方−５つのP」を提唱し
ている（図３）（注３）。これは、17の目標を

「地球（Planet）」「人間（People）」「豊かさ
（Prosperity）」「平和（Peace）」「パートナー
シップ（Partnership）」の５つに紐付けする
ものである。

▲ 図３ SDGs ５つのP

２　SDGs実現の鍵を握る「教育」「パー
　　トナーシップ」
　この目標４には、（いずれも2030年までに
達成すべき）７つのターゲットと３つの手段
が明示されている（下線は筆者）。
＜4.1＞　すべての子どもが男女の区別なく、

適切かつ効果的な学習成果をもたらす、無
償かつ公正で質の高い初等教育及び中等教
育を修了できるようにする

＜4.2＞　すべての子どもが男女の区別なく、
質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教
育にアクセスすることにより、初等教育を
受ける準備が整うようにする

＜4.3＞　すべての人々が男女の区別なく、
手の届く質の高い技術教育・職業教育及び
大学を含む高等教育への平等なアクセスを
得られるようにする

＜4.4＞　技術的・職業的スキルなど、雇用、
働きがいのある人間らしい仕事及び企業に
必要な技能を備えた若者と成人の割合を大
幅に増加させる

＜4.5＞　教育におけるジェンダー格差を無
くし、障害者、先住民及び脆弱な立場にあ
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る子どもなど、脆弱層があらゆるレベルの
教育や職業訓練に平等にアクセスできるよ
うにする

＜4.6＞　すべての若者及び大多数（男女と
もに）の成人が、読み書き能力及び基本的
計算能力を身につけられるようにする

＜4.7＞　持続可能な開発のための教育及び
持続可能なライフスタイル、人権、男女の
平等、平和及び非暴力的文化の推進、グロー
バル・シチズンシップ、文化多様性と文化
の持続可能な開発への貢献の理解の教育を
通して、全ての学習者が、持続可能な開発
を促進するために必要な知識及び技能を習
得できるようにする

　これらのターゲットの中で、SDGsの実
現をもっとも端的に進めようとするもの
が、＜4.7＞に登場する「持続可能な開発
の た め の 教 育（Education for Sustainable 
Development / ESD）」である。ESDは、2002
年のヨハネスブルク・サミット（持続可能な
開発に関する世界首脳会議）において日本政
府等が提案した概念であり、その後、「国連・
持続可能な開発のための教育の10年（2005年
〜 2014年 / UN-DESD）」を経て世界に定着
した新しい教育のあり方である。ちょうど、
2000年の国連ミレニアム・サミットで採択さ
れた「国連ミレニアム宣言」の「ミレニアム
開発目標（Millennium Development Goals / 
MDGs / 2015年が目標年）」とともに広がり、
MDGsの後継目標にあたるSDGsでも大きな
役割が期待された。これは、ESDをSDGsの
実現全体に関わるものとして前文に入れるべ
きであると日本政府を通じて提案してきたも
のの、「前文に入れても本文に入らないと各
国で行動されないという問題に直面し、目標
４のなかにESDを入れることになった」（注４）

と説明されている。
　SDGsの実現のためにESDの役割が大きく
期待されていることを表すものが、『ESD：
SDGs達成に向けて（ESD for 2030）』（国連
総会決議 / 2019年12月）である。その概要が、

次のようにまとめられている。
2015年以降のESD実施枠組みで、世界で
2,600万人がESDカリキュラムを学び、200
万人の教育者がESD研修を受け、ESDの推
進が大きく前進した。
『あいち・なごや宣言』で言われたように、
また、ESDが質の高い教育に関するSDGに
必要不可欠な要素であり、その他の全ての
SDGsの成功への鍵として、ESDはSDGsの
達成の不可欠な実施手段である。
国際社会に対し、幼児教育から高等教育、
遠隔教育、職業技術教育まで、すべての教
育段階において包摂的かつ公正な質の高い
教育を提供するよう求める。
加盟国政府及び他のステークホルダーが、

『ESD for 2030』の実施を通じて、ESDの
行動を拡大することを奨励する。
『ESD for 2030』の立ち上げの国際会議が、
2020年6月にドイツ・ベルリンで開催され
ることに注目する。
2030年に向けた教育課題のフォローアッ
プ及びレビューの場として、ユネスコが、

『SDG－教育2030ステアリング・コミッ
ティ』（日本人が共同議長を務める）の主
導・調整機関の役割を引き続き務めるよう
求める。
ユネスコが、ESDの主導機関として『ESD 
for 2030』の実施調整を担うよう求める。
国連事務総長に対し、第76回国連総会（2021
年）にて、本決議に基づく実施状況レポー
トを提出するよう求める。

　（下線は原文）（注５）

３　SDGsから「学ぶ」ために

　さて、私たちは教育の現場において、この
SDGsをどのように受け止め、理解し、教育
実践に活用すれば良いのであろうか。まずは、
子どもたち（児童・生徒）とともにSDGsの
各目標の背景にある世界の「現実」につい
て、できるだけ深く学ぶことである。各教科
の単元に取り込める項目もあるが、「総合的
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な学習（探究）の時間」等の自由度の高い枠
組みの中で、子

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

どもたちとともに学びたい。
SDGsが示す世界（地球）の「現実」には、
ある意味において答えがない。「未来の世代」
の代表である子どもたちとともに、教師や私
たち大人が「現実」を受け止め、答えを模索
せざるを得ないものと考えた方が良いだろ
う。私たち大人が試されているのである。
　もちろん、SDGsの目標を実現するために、
私たちが直ちに行動を求められる具体的な指
標がある。例えば、目標13（気候変動）対策
として、第21回国連気候変動枠組条約締約
国会議（COP21）のパリ協定（2015年12月）
で合意された「世界共通の長期目標として
2℃目標の設定。1.5℃に抑える努力を追求す
ること」を実現するために、CO2を含む温室
効果ガスを大幅に削減することは喫緊に求め
られる行動である（注６）。他方で、目標16（平
和と公正）のように「決して実現できなくて
も、絶えずそれを目標として、徐々にそれに
近づいていこうとする」行為そのものに意味
のある、カントの統整的理念に近いものもあ
る。たとえ目標が具体的に明示されていても、
それを実現するための方法を考えなければな
らないものもある。
　つまり、SDGsそのものが学習の対象であ
り、それをめぐって考え、議論することが求
められているのである。その意味では、教師
は子どもたちに安易に答えを用意すべきでは
ないし、こ

・ ・ ・ ・
の状況を共有する一人の人間とし

て真剣に子どもたちと考えることが求められ
るのではないだろうか。
　さらに教師という立場から考えると、子ど
もたちとともに学ぶことにとどまらず、目標
４（教育）の実現に率先して努力する責任が
ある。この目標は、目の前にいる子どもたち
とは別の世界にある問題ではなく、制度や政
策が変わらなければ何もできないものでもな
い。グローバリゼーションのもとで、さらに
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
パンデミックのもとで、私たちの身の回りの
世界でも教育の格差が問題となっており、教

師はこれらの「現実」に対して何もしなくて
も良いということにはならない。
　SDGsは世界に変革を求めるものである。
これを「学ぼう」とすることは、自らが世界
を変革し、持続可能な未来を実現しようとす
る熱意と志が試されるのである。

注
１　「我々の世界を変革する：持続可能な開発のた

めの2030アジェンダ」（日本語（外務省仮訳））
/国際連合広報センター・ホームページ

　　（https://www.unic.or.jp/activities/economic_
　　social_development/sustainable_development/
　　2030agenda/）より
２　スウェーデンのレジリエンス研究所ヨハン・

ロックストローム所長が考案したモデル
　　（https://sdgs.media/blog/3834/）
３　「SDGsを広めたい・教えたい方のための『虎

の巻』」（国連広報局が2016年に作成したプレ
ゼンテーション資料の日本語版。国連広報セ
ンターが編集。パワーポイントスライド32枚）

４　阿部治・野田恵編著『知る・わかる・伝える
SDGs Ⅰ 貧困・食料・健康・ジェンダー・水
と衛生』学文社、2019年

５　日本ユネスコ国内委員会「『持続可能な開発
のための教育：SDGs達成に向けて（ESD for 
2030）』について　～第74回国連総会における
決議採択～」

　　（https://www.mext.go.jp/unesco/001/2019/
　　 1421939_00001.htm）
６　外務省「気候変動に関する国際枠組み_2020年

以降の枠組み：パリ協定」
　　（https://www.mofa.go.jp/mofaj/ic/ch/

page1w_000119.html
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１　はじめに

　ここでは、昨年度まで勤務していた県立宝
塚北高等学校における実践より、詩教材を東
京大学CoREF（高大接続研究開発センター
高大連携推進部）の提唱する知識構成型ジグ
ソー法（以下「ジグソー法」）によって読み取っ
た取組について報告する。
　平成28年12月中央教育審議会によって出さ
れた「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及
び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び
必要な方策等について（答申）」において、「学
力に関する調査においては、判断の根拠や理
由を明確に示しながら自分の考えを述べた
り、実験結果を分析して解釈・考察し説明し
たりすることなどについて課題が指摘されて
いる」との記述がある。自らの考えを述べて
いく過程では、まず「読む」という活動が必
要である。「読む」ということにおいても以
下のような指摘がある。
　「子供たちの読書活動についても、量的に
は改善傾向にあるものの、受け身の読書体験
にとどまっており、著者の考えや情報を読み
解きながら自分の考えを形成していくとい
う、能動的な読書になっていないとの指摘も
ある。教科書の文章を読み解けていないとの
調査結果もあるところであり、文章で表され
た情報を的確に理解し、自分の考えの形成に
生かしていけるようにすることは喫緊の課題
である」とあり、単なる「読み取り」の授業
から脱却しつつ、読み取ったことを書く・話
すといった活動を通して、「思考力・判断力・

表現力」の育成を図りたいと考えた。

２ 学力向上サポート事業での取組
　県立宝塚北高等学校では、平成30年度から
３年間、県教育委員会の学力向上サポート事
業の指定を受けた。その際、「新たに実施さ
れる『大学入学共通テスト』に対応した学習・
指導方法を研究する」という研究テーマが与
えられた。そこで、大学入学共通テスト施行
調査の分析を行い、どのような学習・指導方
法を行っていくのか検討した。
　平成30年度施行調査は、これまで扱われな
かった詩とエッセイを関連付けて読み取る問
題や、故事成語の出典となる文章（現代語訳）
と漢文を比較して漢文を理解する問題の出題
もあり、言葉が含まれる図表や、異なる表現、
文章以外の情報も問われていた。
　また、記述式問題については、探究レポー
トを書くに当たって、文章を読んで考えをま
とめる場面で、文章の構成や展開をとらえる
など、テキストを的確に読み取る力、及び言
語活動の目的に応じて思考したことを表現す
る力を問う問題の出題があった。記述式問題
の出題範囲となる主たる題材が、論理的な文
章、実用的な文章、又はそれらの組み合わせ
となる予定であった。
　大学入学共通テスト施行調査の分析結果よ
り、授業の取組を以下のように設定した。
①　素早く正確に複数のテキストを読み解く

力の育成
②　読み取った内容を整理し、表現する力の

育成
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そして、授業手法にはジグソー法を用いるこ
ととした。聞くこと、話すこと、読むこと、
書くことなどの活動を通して、思考力を深め
ることのできるような授業実践には、ジグ
ソー法が丁度良いと考えたためである。
　また、ジグソー法の手法であれば複数のテ
キストを比較、検討する練習が容易に授業内
へ組み込めるのではないかとの考えもあっ
た。

３　ジグソー法について
　東京大学CoREFの提唱するジグソー法の
手順は以下の流れである。
①　教員が問いを設定する。この時、既に知っ

ていることや、３つか４つの知識を部品と
して組み合わせることで解けるものになる
ように設定し、その問いを解くのに必要な
資料を、知識のパートごとに準備する。

②　生徒は、問いに対する答えを一人で考え、
記入しておく。

③　同じ資料を読み合うグループを作り、そ
の資料に書かれた内容や意味を話し合い、
グループで理解を深め、担当する資料につ
いて整理し、解釈できるようになることをめ
ざす。この活動をエキスパート活動と呼ぶ。

④　次に、違う資料を読んだ人が一人ずつい
る新しいグループに組み替え、さきほどの
エキスパート活動でわかってきた内容を説
明し合う。このグループでは、元の資料を
知っているのは自分一人なので、自分の言
葉で自分の考えが伝わるように説明するこ
とになり、この活動を通して、自分の理解
状況を内省し、新たな疑問を持つ活動につ
ながる。同時に他のメンバーから他の資料
についての説明を聞き、自分が担当した資
料との関連を考える中で、理解を深めるこ
とができる。理解が深まったところで、そ
れぞれのパートの知識を組み合わせ、問い
への答えを作る。

⑤　答えが出たら、その根拠も合わせてクラ
スで発表する。他者の意見に耳を傾けて、
それぞれが全体への発表という形で表現を

し直すこととなる。互いの答えと根拠を検
討し、その違いを通して、一人ひとりが自
分なりのまとめ方を吟味するチャンスが得
られ、一人ひとりが納得する過程が生まれ
る。この活動をクロストークという。

⑥　最後は、はじめに立てられた問いに再び
向き合い、一人で問いに対する答えを記述
する。

４　授業実践　宮沢賢治「永訣の朝」
　大学入学共通テストでは、今までの大学入
試センター試験では見られなかったような詩
やエッセイ、短歌といったジャンルからの出
題が予想されていた。そこで、現代文Ｂの授
業において、宮沢賢治「永訣の朝」という詩
作品を扱うことにした。
【授業の到達目標】
　教科書本文と複数のテキストを比較検討す
ることで、本文内容をより深く読み取り、文
章の内容や構造を把握し、精査・解釈したこ
とを自分の言葉で明確に表現できるようにな
ることとした。また、表現の際は、構成を検
討し、その記述の仕方、発表の仕方に工夫す
ることをめざした。

【事前学習】
　生徒には事前学習として以下の内容に取り
組ませた。
①　便覧などで宮沢賢治について調べてまと

める。
②　本文を「表現に関すること」、「色彩に関

すること」、「時間の流れ・行動に関するこ
と」の３つの観点で整理するワークシート
を使い、永訣の朝について個人で詩の本文
整理する。

③　作品を読み、その時点での主題考察を
書く。

【授業の実際】
　ワークシートに個人で事前学習の内容につ
いて整理した時点では、「妹の死の衝撃」に
ついて書かれたものが多かった。
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▲ 資料A
宮沢賢治「青森挽歌」（『新校本　宮澤賢治全集
第二巻』1995、筑摩書房）より抜粋

授業では、下の３つの資料A、B、Cを提示した。

▲  資料B
宮沢賢治「銀河鉄道の夜」（『新校本　宮澤賢治全集
第十巻』1995、筑摩書房）より抜粋

▼ 資料C
堀尾青史「年譜　宮澤賢治伝」（1991、中公文庫）と
森荘已池「宮沢賢治の肖像」（1974津軽書房）より抜粋
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　３人のグループ
を作り、それぞれ
の資料を読み解か
せ、内容や構造を
整理し、読み取っ
た資料と本文の共
通点や相違点、な
どについてワーク
シートにまとめさ
せた。
　その後、Ａ、Ｂ、
Ｃそれぞれの資料
を読み取った者でもう一度３人グループを組
み直した。そこまで読み取ってきた資料につ
いて、整理してきたことをお互いに説明しあ
い、わかったことをワークシートへ記入さ
せた。
　すべての資料をもとにして、宮沢賢治や「永
訣の朝」についての議論を深め、「永訣の朝」
の主題考察についてのまとめをグループで作
成した。
　まとめは、Ｂ４の用紙にまとめさせた。そ
の際、発表を意識した作りになるようルーブ
リック評価表を配布した。

　各班でまとめたＢ４の用紙を全員にコ
ピーして配布し、班ごとに発表させた。
　発表を聞いてわかったことや気づいたこと
について、ワークシートへ記入させた。
　最後は、自らの班のまとめ発表の内容だけ
でなく、他の班の発表内容も参考にしなが
ら、もう一度個人で主題についての考察を書
かせた。

５　まとめ
　各班の発表はこちらの予想を超えたものが
多くあり、宮沢賢治自身の思想や、宗教的価
値観、死生観、妹の死の意味の考察といった
ことから、他作品との比較、他教科での学習
内容と融合させた作品論など、多岐に渡って
いた。
　終了後の生徒アンケートにおいても、次の

ような意見がでた。
何度も読み返すことで、自分たちなりの解

　釈をし、理解を深めることができた。
自分がまとめてきたことと、発表している
人の内容の繫がりを意識することによって
イメージできることが増えた。
事前に考えていたことより、理解が深まり
楽しい活動だった。
一つの作品について深く検討できたこと
が、良い経験だった。

　はじめに本文のみをもとにして個人で書か
せた主題や考察、気づきよりも深い読み取り
に発展させることができた。
　今回は、ジグソー法といった手法を使うこ
とで、こちらの用意していた解答例を超えた
ものが多くみられた。
　授業の発表、まとめの際には、神戸女学院
大学から吉田和志先生にお越しいただき、授
業参観、指導助言をしていただいた。読み取
りの深さや生徒の活動について、毎回のコメ
ントシートを生かしており、活発なもので
あったとの振り返りをいただいた。また、評
価やワークシートについて、今後も引き続き
研究が必要であるとのお言葉もいただいた。
　今後の授業においても、読み取ったことを
書く・話すといった活動を通して、「思考力・
判断力・表現力」の育成を図るような取り組
みを続けていきたい。

▼ ルーブリック評価表
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１　はじめに
　姫路市立小中義務教育特別支援学校事務職
員協議会（以下「協議会」）の活動は、学校
事務の確立を図り、学校運営を担う職員とし
て学校教育の向上発展に寄与すべく、学校事
務を推進するための研究・研修を行い、会員
相互の情報共有及び親睦を図ることを目標に
日々活動している。
　姫路市では現在小学校66校、中学校32校、
義務教育学校３校、特別支援学校１校の計
102校、130名で学校事務の標準化、効率化、
及び各々の資質の向上を図るために活動し、
姫路の教育に貢献できるよう取り組んでい
る。今年度は２名の加配事務職員が配置され
ており、組織的に業務改善を図っている。

２　学校業務改善のための協議会活動
　県教委による業務改善、市教委による業務
改善、各学校による業務改善があるが、協議
会では、学校事務職員が関わる領域を中心に、
県教委と市教委と各学校の間の領域を標準化

することで、事務職員だけでなく姫路市内の
全ての学校の教職員の業務改善を図ることを
めざしている。

３　具体的な取組例
⑴「公文書リンクファイル」の活用
　市内全ての学校で、「姫路市立学校事務諸
表簿基準一覧表」に基づき、文書（紙媒体・
電子データ）の集中管理をしている。データ
文書は各校事務職員が「公文書管理フォル
ダ」に保存しており、担当者は、協議会作成
の「公文書リンクファイル」を活用すること
により、保存したデータを簡単に検索できる
ようになっている。また、報告する文書も同
じファイルに保存することによって、いつで
も誰もが必要な時に必要な情報を活用するこ
とができる。ファイル名の変更や年度のシー
トの追加等、市内全校で使用できるように必
要に応じてメンテナンスを行っている。

による
業務改善

学 校

による
業務改善

県教委
による
業務改善

市教委

業務改善には…

学校事務職員が関わる領域を中心に
県教委と市教委と各学校の間の領域を標準化
することで達成できる業務改善を図る

フォルダ構成 公文書リンクを使用すると・・

共有ファイルサーバ 公文書リンクファイル 

教  職  員

公文書管理（共有データ）

2021年度

１総務（教科・一般文書）

総務２  文  書

総務2-05-11  体 育

総務2-05 公文書（一般） 総務2-05 公文書（一般）

総務2-05-11  体 育
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働きがいのある
学校づくりに向けて

学校事務の業務改善に向けて
～姫路市立小中義務教育特別支援学校
　　　　　事務職員協議会活動の取組から～

1010
姫路市立広峰小学校
学校副主幹

岩見万里子
いわ み　ま　り　こ

姫路市立野里小学校
学校副主幹

前東美奈子
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⑵「姫路市学校ルールブック（学校事務編）」
　の活用
　姫路市全体での学校事務のルールをまとめ
た「姫路市学校ルールブック（学校事務編）」
は、市教育委員会のポータルサイトに掲載す
ることで、姫路市の教職員が、誰でも自由に
必要に応じて、学校予算・服務・給与等の資
料や手続きを閲覧・利用できるように作成し
ている。
　姫路市学校ルールブック（学校事務編）を
活用することによる効果は次のとおりである。

　①市全体で学校事務の標準化が進み、学校
異動時の教職員の負担軽減につながる。

　②各学校で担当者が個別に作成してきた文
書管理・学校予算・服務・給与等の教職
員向け資料作成のための時間が大幅に短
縮される。

　③事務負担の軽減と経費の節約にもつな
がる。

　④事務処理のルールを標準化することによ
り、姫路市全体のコンプライアンスの向
上につながる。

　各担当者にとっても、各々が資料を作成す
る必要がなくなり、職員へ必要な情報を提供
することでより適正な事務につなげることが
できる。各自の校務用パソコンのデスクトッ

▲ 公文書リンクファイル

▲ 姫路市学校ルールブック（学校事務編）メニュー画面 ▲ 姫路市学校ルールブック（学校事務編）の一例

2021年度

総務2-05-11体育
クリック

該当の文書を
クリック

総務2-05
クリック

総務2-05-11体育をクリックすると…

クリック
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プに貼付しての利用、また「公文書リンクファ
イル」の画面からも市教育委員会ポータルサ
イトにリンクさせるなど、誰もが利用しやす
い環境となるよう工夫している。
　統一した資料の活用により、各学校で職員
へ啓発する機会も増え、市内の学校事務の標
準化につながっている。
　　　　　　　　　　
⑶「備品管理システム」の活用
　市内の学校では、市教育委員会作成の備品
リストを使用していたが、庁内共通のため教
科や保管場所の項目がなく、学校現場では利
用しにくい仕様となっていた。そのため現在
は、学校現場で使用しやすいように、協議会
が学校用に開発した「備品管理システム」を
活用している。備品リストは教科や保管場所
ごとの一覧表が即時に作成できるため、どん
な備品がどこにあるかを容易に把握でき、各
校で教科担当者が行う備品点検や予算委員会
に向けて購入計画や廃棄計画も立てやすく
なった。市教育委員会に報告する廃棄申請等
の様式もボタンひとつで作成可能になって
いる。
　児童生徒の学びをより深める手段のひとつ
として「備品管理システム」を活用し、効果的・
効率的な備品管理を行うことにより、備品の
有効活用を図り、業務改善につなげている。

４　各関係機関との連携
　各学校、個人の取組で可能な改善には限り
があるため、協議会活動において様々な業務

改善を推進している。しかし、協議会のみで
の活動にも限界があるため、業務改善をさら
に進めるには、各関係機関との連携は必要不
可欠である。教育事務所、市教育委員会、校
長会とはそれぞれに毎年定期的に話し合いを
行い、業務改善を図っている。協議会だけで
は進めることが困難な事項も、立場が異なる
各関係機関と課題や問題点を共有し、知恵を
出し合い協力・連携することで、毎年少しず
つであっても業務改善を進めることができて
いる。協議会としてこのような取組を継続し
ていくことも重要であると考えている。

５　おわりに
　取組例をいくつか紹介したが、これらは姫
路市における学校事務領域の標準化につなが
るものである。中核市である姫路市は、校種
や規模、地域性は多様で、それぞれの学校の
特色があり、すべてを標準化することは難し
いが、公文書管理や、備品管理など可能なも
のを標準化していくことが業務改善につなが
ると考えている。これによって、教職員の学
校異動時の負担も大幅に削減できる。今では
市内すべての学校で、協議会が作成したシス
テムの活用が進んでいる状況にある。
　私たちは、各学校での個々の取組は勿論必
要であるが、協議会組織の活動の中で、事務
職員の専門性を活かして学校現場の業務の改
善につなげ、姫路市内全体の学校教育のため
に、時代に合わせた柔軟な取組を継続する努
力が必要であると考えている。

▲ 「備品管理システム」メニュー画面
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１　はじめに
　本校は、「ひとみ輝き　笑顔あふれる　鴻
池小学校　～『やってみよう！』と言える子
どもを育てる～」を学校教育目標に特別支援
教育を推進しています。
　現在、28名の特別支援学級児童と５名の通
常学級児童が、伊丹市をはじめとして、宝塚
市、川西市、大阪府池田市など21の放課後
等デイサービス事業所（以下「放課後デイ」）
に通っています。一人の児童が、複数の放課
後デイに通っている場合もあります。

２　外部関係機関等との連携に向けて
⑴ 現状
　平成24年４月に児童福祉法の改正により、
放課後等デイサービス事業が始まり、学校に
おいては以下の問題が生じました。

放課後デイの送迎車と下校時の児童の安全
確保
連絡なく下校時刻に遅れてくる放課後デイ
への対応
学校と保護者間での情報の共有が十分では
なく、引渡しのルールが不明確
学校と放課後デイの情報の共有が十分では
なく、放課後デイから学校での子どもに関
する情報提供の際の対応

⑵ 本校の取組
　本校では、平成31年３月の兵庫県特別支援
教育第三次推進計画に示された、就学前から
卒業後へとつなぐ「縦の連携」と、教育と保
健・福祉・医療・労働等の関係機関や地域住
民がつながっていく「横の連携」について、「子
どものよりよい未来のために協働していきま
しょう｣ という方向性を教職員が共通理解す
ることからスタートしました。そして、令
和元年６月に本校の特別支援教育コーディ
ネーターが中心となって、外部関係機関等と
の連携に関する基本方針を作成しました。基
本方針（図参照）の作成により、外部機関の
みならず、教職員の理解もさらに進むことに
なりました。
　また、保護者宛てに手紙を配布し、次の３
点について学校と保護者との連携を図りま
した。

放課後デイの利用の有無をはじめ、利用す
る施設を明確化
児童引渡しの際に、学級担任による引渡し
や引継ぎの有無
連絡先を明記することによる不測の事態へ
の対応

▲ 図　外部関係機関等との連携に関する基本的な
　 　　考え方（基本方針より抜粋）

事業所
専門性を活かして
　　　深く

子どものよりよい
未来のための協働

多様性を活かして
　　　広く

学 校
子ども

⑶ 市の取組
　昨年度改訂された伊丹市の「今後の特別支
援教育のあり方」（基本方針）においても、
放課後デイ等との連携について、５つの重点
項目の１つとして掲げられ、外部機関との効
果的な指導・支援について情報を共有するこ
となど、その重要性の理解が進みました。

３　おわりに
　これらの取組以外にも、連携・推進にあたっ
ては、次のような取組が必要です。

学校窓口の担当者（例：特別支援教育コー
ディネーター等）を明確にする。
放課後デイの学校への車の送迎について
ルールを明確にする。
警報発令時の緊急時の対応のあり方につい
て、共通理解を図る（特に登校後に警報が
発令された場合の対応について）。
情報共有等のため、放課後デイによる学校
訪問についての流れを確立する（保護者か
らの申し出→事業所→コーディネーターと
の日程調整→訪問観察の実施）。

　今後も児童が安心・安全に放課後デイを利
用できるように、また、一貫した支援ができ
るように学校と家庭と福祉の連携を一層推進
していきます。
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１　はじめに

　今回は小学校教員及び特別支援学校教員を
対象とした「（小）国語科授業実践講座　－『読
むこと』領域の授業づくり－」の様子を紹介
する。
　本講座は、「国語で正確に理解し適切に表
現する資質・能力を育成する授業の在り方と
評価についての理解」と「主体的・対話的で
深い学びを実現するための１人１台端末の活
用についての理解」をねらいとして、学識者
による講義と県内教員による実践発表、それ
らを踏まえた演習からなる内容で実施した。

２　講義（全体　約90分間）
　「国語で正確に理解し適切に表現する資質・
能力の育成に向けた指導と評価の充実－言葉
による見方・考え方を働かせて－」のテーマ
で、兵庫教育大学大学院 吉川芳則 教授から、
学習指導要領が求める資質・能力及び授業づ
くりを中心に言語活動を重視した具体的な授
業例を交えてご講義いただいた。
　前半は「ひょうごつまずきポイント指導事
例集」（H29年度）や全国学力・学習状況調
査の結果から指摘された本県の児童の「読む
こと」に関する課題等について、後半はそれ
らを踏まえ「読むこと」領域の授業づくりの
充実に向けた「批判的読み（クリティカル・
リーディング）」と「複数の情報を活用する
読み」について講義いただいた。

【本県の児童の「読むこと」に関する現状】
（課題）

学習内容について、自分の考えをもち、
読んだり、表現したりすること。
目的や意図に応じ、必要な情報を基に自
分の考えをまとめること。

（求められる力）
　「目的や意図に応じて 複数の資料（情報）

を用いて自分の考えを表現する力」を育
てること。

【批判的読み（クリティカル・リーディング）】
「文章（ことば、論理）」に納得や疑問
などの感想をもつなど、反応することが
批判的読みの基盤になる。それを踏まえ、
授業では読みの目的を「筆者について考
える（読む）」と「自分の考えをつくる」
の二つのいずれかに重点を置くことが大
切である。読みの目的を持った上で、必
要性、妥当性、整合性などの「読みの観
点」を機能させながら、読みの対象とし
て捉えた事柄（内容）や理論を、言葉で
つないで実感したり具体化したりしてい
くことが大切である。

【複数の情報を活用する読み】
他の教材（作品、文書）や他の児童生徒
の読みと比較したり重ねたりすることが
必要である。
黒板等にある（複数の）ことば（キーワー
ド、考え）を使って、新たな自分の考え
を表現する。

　後半は１人１台端末を活用した授業場面例
の紹介と評価についてご講義いただいた。

【１人１台端末活用場面例】
自分の考えをまとめる場面においては、コ
メント機能を生かして、自分の考えを文章
でまとめ、入力することができる。
考えを共有する場面においては、友だちに
対する感想や児童の考えを再び投稿するこ
と、児童が考えたり気づいたりしたことに
ついて、自分の立場や意見を考え、意見を
投稿し全体で共有することができる。

【評価について】
①付けたい力を明確にする

学びの質を見取るために、付けたい力を
教員が明確にもっておくこと。

②「目標－指導－学習－評価」の一体化を図る
児童がどこでつまずいているかを単元の
途中段階で把握し、不十分な点を補い、
再度確認や促しを行っていくこと。
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③簡便なものにする
細かな評価基準の作成が目的化したり授
業での活用そのものが負担になったりし
ないようにすること。
単元の節目での評価を意識すること。

　国語科における「読むこと」領域の授業づ
くりで求められる、自分の考えを「もつ」「つ
くる」という言語活動を重視した指導と評価
について理解を深めることができた。

３　実践発表（全体　約30分間）
　言語活動の充実をめざし、先進的な授業実
践に取り組まれている県内教員に、その意図
や方法について発表していただいた。内容は、
教材「大造じいさんとがん」、単元名「椋鳩
十作品の魅力をリーフレットで伝えよう！」
についての実践である。

【単元における学習過程の例】
学びの必然性と見通しをもたせる（第１
次）

　　単元に入る前から話題を提示してお
く。椋鳩十の魅力をリーフレットにまと
めて図書館利用者に紹介するという見通
しをもたせる。
習得する（第２次）

　　「大造じいさんとがん」をモデルに椋
鳩十作品の魅力を（相互関係や心情、人
物像、優れた表現）の視点で読み解く 。
活用する（第３次）

　　「大造じいさんとがん」で学んだ３つ
の魅力の視点を生かして自分が選んだ椋
鳩十作品の魅力について考える。 

　　異なった作品に魅力を感じた者どう
しで、椋鳩十作品に共通する魅力を考え
リーフレットにまとめる。

　受講者は、実践発表を日々の実践に引きつ
けながら、言語活動の充実に向けた単元計画
の在り方について理解を深めることができた。

４　演習（個人、グループ　約120分間）
　「主体的・対話的で深い学びを実現する授
業の在り方 －タブレット端末等を活用し、
自分の考えを形成する学習過程を重視した
指導の工夫－」をテーマに、第５学年の説明
的文章を活用して、次のような手順で演習を
行った。

【手順】
①教材を読み、要旨をまとめる。
②子どもがどんなことに難しさを感じたり

つまずいたりしそうかを考える。
③予想したつまずきから、どんな力を身に

付けることが必要かを考える。
④単元計画を基に、要旨をまとめる本時ま

でに必要な手立て、展開、単元における
ICTの活用場面や方法について考える。

　①②のそれぞれについて、受講者はまず個
人で考え、その後、他の受講者と考えを共有
することで、自分自身になかったつまずきの
予想や育成すべき資質・能力について気付く
ことができた。そこでは、受講者どうしでタ
ブレット端末等を生かし、自分の考えを共有
する場面を設けた。
　日々の授業の中で「自分の考えをまとめる」
という「考えの形成」の学習過程を充実する
ために、上のような手順を教員があらかじめ
考えることは、子どもを主体とする授業づく
りにおいて重要であると考える。
　また、「読むこと」領域における言語活動
の充実に向け、学習指導要領解説を用いて学
習過程を確認するとともに「本単元でICTを
活用した場合、どの場面でどう活用できるか」
について、育成すべき資質・能力を踏まえ、
日々の授業でどのような取組ができるかを考
え、交流した。

５　研修を終えて
　本研修を振り返った受講者からは「読むこ
と」領域の課題を踏まえ、付けさせたい力を
意識して授業づくりや単元構成を行うことの
大切さや読みを深める発問の視点について、
数多くの手掛かりを得られたとの声を聞くこ
とができた。
　１日の研修を通して、文章を読んで理解し
たことに基づいて、文章と筆者のものの見方・
考え方に対する自分の考えをしっかりともつ
読みの在り方について、実践的な側面から理
解を深めることができた。
　１人１台端末の効果的な活用についても、
各領域において、学習過程を明確にし、活用
場面を考えていくことの重要性に気付くこと
ができた。
　最後に、本講座が、子どもたちの言葉によ
る見方・考え方を働かせ、国語で正確に理解
し適切に表現する資質・能力の育成に寄与す
ることを願っている。
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★　　　☆　　　　お　　知　　ら　　せ　　　　☆　　　★

◆今月号は、「共生社会の実現に向けて、全ての学校園や学級に障害のある幼児児童生徒が在籍する
ことを前提に、一人一人の教育的ニーズに応じ、自立と社会参加を見据えたきめ細かで適切な教育
的支援について考える」を執筆意図として発行しました。そして特集論文を読んで、特別支援教育
を推進する上で、「双方向の視点」をもって教育活動を行うことの大切さを実感しました。

◆最近、一通のファックスが編集室に届きました。永年勤めた仕事を退職され、今は教育に関係した
仕事をされている読者からです。前職は教育に関係がなかったので、本誌を定期購入して、兵庫の
教育について学んでいるとのこと。本誌に好感を持ってくださり、編集の参考となるご意見もいた
だきました。とてもありがたく思うと同時に、その意欲的に学び続ける姿に感動しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（まつもと・たかはし）

☆ご意見・ご感想、投稿に関するお問合せは
編集室にご連絡ください。

☆実践報告、随想、部活動
紹介、校内研修の取組、
子どもの作品（詩、図画
工作、習字）など、教育
にかかわる投稿を募集し
ています。
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来年度（令和４年度）の継続購読に関する
調査用紙を１月号に同封予定です。変更の
ある場合は必ずご申請ください。
なお、申請のない場合は継続希望として
手続きを行いますので、ご了承くださいま
すようお願いいたします。

年間購読に関する
継続希望調査のお知らせ

40
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コロナ禍により学校教育はどう変わったか？

上智大学 総合人間科学部  教授　 奈須　正裕

洲本市立加茂小学校
姫路市立安室中学校
県立国際高等学校
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三
年
生
　
　
中
島
　
叶
翔

明石市立二見北小学校
４年生　和泉 朱起

「アニマルコラージュ」

県立吉川高等学校
３年生　片山　莉央
「ももしきの…」

加東市立鴨川保育園
５歳児　よしだ　さら

「ぬまのぬし」 （絵本「やまなしもぎ」から）

多可町立松井小学校
３年生　中島　叶翔

「お母さん　いつもありがとう」
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特集特集特集

教育実践 各校の実践より（宍粟市立波賀小学校、丹波篠山市立篠山中学校、県立和田山特別支援学校）

論　　文 共生社会の実現に向けた特別支援教育の充実
～「双方向」をキーワードとして～ （奈良学園大学 人間教育学部 准教授  岡野 由美子）

「くましろ祭」でのリレーの様子 ～南あわじ市立神代小学校～

共生社会の実現に向けた
　　　　 特別支援教育の充実

03教Ⓟ1－009A4 定価　390円

コロナ禍により学校教育はどう変わったか？

※写真掲載した学校園は「トピックス」で紹介しています。月号予告１

三田市立三田幼稚園
楽しいな！玉入れごっこ

神戸市立御影中学校
校外学習（六甲山）での昼食時間の一コマ

県立有馬高等学校（定時制課程）
サンタクロースに扮し、地域の子どもたち
と交流する様子

小野市立大部小学校
上級生が下級生の手を取り、植え替え方
を伝授する様子

姫路市立高浜幼稚園
ヨウシュヤマゴボウで色水遊び
「きれいな色やろ？」

洲本市立鳥飼小学校
わたしたちの町とはぜんぜん違うんだね
（尼崎市の小学校との遠隔交流授業）

香美町立村岡小学校
もくもくホールでの給食

丹波篠山市立今田幼稚園
おそろいのＴシャツで ダンス！ダンス！




